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【
要
約
〕
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
閣
に
、
い
く
つ
か
の
人
権
宜
雷
淋
作
ら
れ
て
い
る
。
公
け
に
肇
布
さ
れ
た
り
、
起
草
さ
れ
た
も
の
で
も
、
有
名
な
一
七
八
九

年
の
も
の
を
最
初
に
、
九
三
年
の
コ
ソ
ド
ル
セ
の
起
草
に
よ
る
ジ
ロ
ソ
ダ
ソ
の
入
権
盧
言
、
同
年
六
月
の
モ
ソ
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
も
の
、
お
よ
び
九
五
年
の
権

利
・
義
務
購
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
曳
裂
の
前
文
湿
咳
蹟
に
お
か
れ
、
憲
法
と
は
不
斑
分
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
私
入
の
入
権
宣
雷
草
案

も
す
く
な
く
な
い
。
私
は
、
さ
き
の
四
つ
の
人
権
宣
言
と
、
私
人
の
も
の
と
し
て
嶽
ペ
ス
ピ
ェ
ー
ル
の
宣
雷
草
案
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
を
一
応
憲
法
と
は

切
り
は
な
し
て
比
較
考
察
し
、
そ
れ
ら
が
い
つ
れ
も
そ
の
時
々
の
歴
史
的
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
論
ワ
酌
性
格
に
お
い
て
共
逓
し
て
い
る

点
を
、
人
権
宣
雷
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
証
し
よ
う
と
試
み
た
。

（i）

は
　
し
　
が
　
き

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宣
言
と
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
に
、

一
七
八
九
年
八
月
に
公
布
さ
れ
た
、
　
「
人
聞
お
よ
び
市
民
の
権
利
宜

言
d
伽
。
ξ
峯
鳥
◎
二
主
翼
幽
晩
。
窪
畠
臨
6
彰
彰
。
①
紳
曾
。
搾
○
冨
E
を

お
竜
い
だ
す
。
た
し
か
に
、
こ
の
宣
言
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
骨
導

原
理
、
い
わ
ゆ
る
「
八
九
年
の
原
理
」
を
購
示
し
た
も
の
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宣
欝
（
繭
川
）

革
命
の
全
期
聞
を
通
じ
て
主
導
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
ま

た
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
残
し
た
最
も
重
要
な
交
化
遺
産
の
一
つ
と
し
て
、

十
九
世
紀
を
通
じ
、
い
な
今
日
に
お
い
て
も
な
お
常
に
か
え
り
み
ら

れ
る
、
い
わ
ば
世
界
輿
的
意
義
を
も
つ
貴
重
な
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ー
ル
》
三
鎚
山
は
そ
の
著
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
政
治
話
劇
｛
。
。
－

8
呼
Φ
℃
O
謡
篤
タ
δ
伽
。
ぽ
H
鼠
く
O
ξ
瓢
○
琵
砕
舘
蔦
画
趣
①
」
i
こ
の
薯
は

革
命
の
真
に
科
学
的
研
究
の
轟
発
点
を
な
す
竜
の
と
し
て
、
今
日
、

一



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
梅
宜
、
膏
（
前
川
）

極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
屯
の
だ
が
一
i
の
冒
頭
に
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
こ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
政
治
皮
の
中
で
、
わ
た

く
し
は
、
人
権
題
言
の
諸
原
理
が
、
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
〇
四
年

ま
で
、
諸
剃
度
の
中
に
い
か
に
働
ら
き
、
論
議
、
出
版
物
、
諸
党
派

の
行
動
、
い
ろ
い
ろ
な
与
論
の
表
現
の
申
に
、
ど
の
よ
う
に
説
か
れ

た
か
を
、
示
そ
う
と
お
竜
う
。
こ
れ
ら
の
原
理
の
二
つ
の
も
の
、
す

な
わ
ち
、
権
利
の
平
等
と
国
民
主
権
の
原
理
は
、
最
了
し
ば
し
ば
、

新
ら
し
い
政
治
国
家
の
形
成
に
当
っ
て
主
張
さ
れ
た
。
歴
災
的
に
は
、

そ
れ
ら
は
、
革
命
の
本
質
的
原
理
で
あ
る
。
時
期
時
期
に
応
じ
て
、

ひ
と
び
と
は
、
い
ろ
い
ろ
に
、
そ
れ
ら
を
考
え
適
用
し
た
。
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
う
つ
り
変
り
の
物
語
、
そ
れ
が
こ
の
書
の
主
瞬
的
で
あ
る
」

　
確
か
に
、
八
九
年
の
入
権
宣
言
の
重
要
性
は
否
定
し
え
な
い
。
し

か
し
、
草
命
の
全
期
闇
を
通
じ
て
、
公
布
さ
れ
た
「
人
権
宣
言
」
は
、

た
だ
こ
の
八
九
年
の
も
の
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
一
七
九
三
年
六
月

に
採
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
余
人
民
の
入
民
投
票
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ

た
九
三
年
の
憲
法
一
1
い
わ
ゆ
る
革
命
暦
第
一
年
の
憲
法
、
も
し
く

は
モ
ン
タ
一
一
ヤ
ー
ル
の
憲
法
と
よ
ば
れ
る
一
i
の
冒
頭
に
も
、
新
ら

し
く
「
人
権
宣
言
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
↓
七
九
五
年
の
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

法
1
い
わ
ゆ
る
革
命
暦
第
三
年
の
憲
法
一
の
前
に
電
、
　
「
人
闇

お
よ
び
市
民
の
権
利
義
務
宣
言
」
恥
か
お
か
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の

　
「
人
権
宣
言
」
は
、
そ
の
糟
神
、
表
現
様
式
な
ど
に
お
い
て
は
、
八

九
年
の
そ
れ
と
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
や

規
定
の
細
部
に
お
い
て
は
、
後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
注
目
す

べ
き
差
異
が
多
く
存
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
人
権
宣
言
」
は
、
い
わ
ば
、
公
式
に
宣
明
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
に
屯
、
個
人
的
に
、
構
想
さ
れ
た
草
案

や
、
受
け
に
討
議
さ
れ
な
が
ら
竜
結
局
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
な

ど
、
多
数
の
「
人
権
宣
言
」
案
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
と
く

に
注
目
に
値
す
る
竜
の
は
、
九
三
年
四
月
二
十
一
濤
に
ジ
ャ
コ
バ
ン

協
会
で
可
決
さ
れ
た
、
　
い
わ
ゆ
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
　
「
人
権
宣

言
し
草
案
と
、
九
三
年
五
月
二
十
九
口
に
採
決
さ
れ
た
ジ
ロ
ン
ダ
ン

の
「
人
権
宣
言
」
一
こ
れ
は
主
と
し
て
コ
ン
ド
ル
セ
O
o
買
鳥
o
H
o
簿

の
起
草
に
か
か
り
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ロ
ン
グ
ン
憲
法
の
前
に
お
か
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

き
も
の
一
と
で
あ
ろ
う
。

　
わ
た
く
し
は
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
五
つ
の
「
人
権
宣

言
」
、
す
な
わ
ち
年
代
的
に
配
列
す
れ
ば
、
6
、
八
九
年
の
も
の
、

（2）



⇔
、
九
三
年
の
ジ
ロ
ン
グ
ン
の
も
の
、
国
、
九
三
年
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ

ー
ル
の
・
も
の
、
四
、
同
じ
く
九
三
年
の
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
も
の
、

㈲
、
．
九
五
年
の
も
の
を
比
較
研
究
し
、
　
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
の

差
異
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
な
ど
を
、
詰
丁
葡
の
推
移
と
関
係
さ
せ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
こ
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

　
①
〉
三
碧
倉
二
二
。
岸
。
℃
o
回
潔
一
ρ
器
曾
ご
力
孚
。
ぎ
二
§
マ
9
一
ぢ
p
碇
ρ
》
＜
巽
－

　
鳳
。
・
u
・
o
ヨ
①
門
き
く
・

　
②
こ
れ
ら
の
も
の
の
他
に
、
数
多
く
の
「
人
権
宜
需
」
が
起
草
さ
れ
、
そ
の

　
徽
は
約
三
百
に
も
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
　
o
剛
．
〉
澄
昌
σ
Q
『
ざ
∩
o
昌
q
o
誘
。
び

　
臓
ξ
驚
臼
一
p
男
孚
。
図
黒
ざ
⇔
｛
「
p
髭
a
器
●
6
0
磨
℃
●
b
っ
舘
’
な
お
そ
れ
ら

　
　
の
中
で
亀
、
と
く
に
ボ
ァ
セ
ル
尉
。
『
。
，
①
H
の
「
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
人
…
鞭

　
．
宜
言
」
は
共
産
憲
義
思
想
を
示
す
も
の
と
し
て
、
注
目
に
植
す
る
。
亀
・

　
r
翻
舌
苔
N
無
党
。
舞
”
三
猿
つ
凶
器
智
江
。
諺
。
艮
鋒
お
念
一
p
拶
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。
ぎ
引
書

　
艶
p
昌
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×
×
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H
O
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ε
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一
p
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く
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団
『
・
＜
畷
目
張
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H
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O
声
H
轡

　
③
こ
エ
で
使
遅
し
た
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
の
べ
て
お
こ
う
。
八
九
年
の
も

　
　
の
と
九
三
年
の
モ
ン
タ
畠
ヤ
ー
ル
の
も
の
と
、
九
五
年
の
も
の
は
、

　
掛
三
p
乙
葺
竃
㌔
O
器
捗
慧
く
搾
。
び
（
①
匙
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H
δ
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（
冨
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鍵
p
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ヨ
9
い
畠
「
o
凹
窃

　
畠
O
一
、
び
O
彰
ヨ
O
・
（
掃
Φ
卜
Q
り
）
に
よ
り
、
九
三
年
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
も
の
は

　
O
蕗
巳
【
♀
黙
o
p
巳
の
ご
い
。
ψ
o
o
ま
一
画
ε
篇
。
霧
。
巳
舘
で
罵
ぎ
。
勘
剛
）
巳
①
巴
。
騨

　
℃
o
年
一
碧
霊
留
ご
三
民
§
8
9
℃
三
ψ
嵩
Q
り
O
・
（
6
q
。
塾
σ
）
℃
・
G
。
①
i
る
。
G
。
に
よ

　
　
　
　
ラ
ラ
ン
メ
革
命
と
入
梅
宣
言
（
箭
川
）

り
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
も
の
は
一
W
β
o
ゴ
。
ぶ
〔
）
宰
。
湾
吟
×
×
＜
野
Φ
ω
一
り
圃

に
よ
っ
た
．
、
な
お
こ
れ
ら
の
ぬ
細
管
職
一
3
、
い
つ
紅
も
曲
央
訳
さ
れ
て
誓
。
安
9
糞
鳩

H
）
（
）
建
影
魯
露
q
ω
費
く
。
図
o
h
二
δ
H
マ
窪
9
労
。
く
包
一
副
ぼ
9
（
6
㍊
）
に

あ
る
σ
こ
れ
ら
の
人
権
宣
言
は
、
憲
法
と
不
可
分
の
闘
係
に
あ
る
も
の
赦
、

当
然
噌
岡
鋼
櫛
を
結
び
つ
け
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
轟
繭
で
は
叙
痴
難
の
都

合
で
一
応
切
り
は
な
し
て
考
察
し
た
。
な
お
論
末
に
附
録
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
宣
言
を
邦
訳
し
た
散
、
参
照
し
つ
つ
本
論
を
よ
ま
れ
た
い
。

一
　
一
七
八
九
年
の
送
梅
嘗
＝
蕎

　
一
七
八
九
年
の
人
権
慢
言
、
詳
し
く
い
え
ば
、
八
九
年
八
月
二
十
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

六
日
に
徽
思
法
制
定
一
議
ム
ム
で
可
決
さ
れ
、
十
月
］
二
日
に
国
王
に
受
理
さ

れ
、
十
一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
、
　
一
七
九
二
年
の
憲
法
の
冒
頭
に
お

か
れ
た
、
　
「
人
糞
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、
ふ
9
で

に
数
多
く
の
研
究
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
起
源
に
関
す
る
有
名

　
　
③

な
論
争
を
は
じ
め
、
成
立
事
情
、
内
容
分
析
、
そ
の
意
義
や
価
値
な

ど
に
つ
い
て
屯
、
多
く
の
実
証
的
研
究
や
批
判
的
論
文
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
、
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ら
の
署
作
や
論
争
を
紹
介

し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
　
「
人
権
宣
言
」
そ
の
も
の
に
即
し
て
、

そ
の
特
質
を
、
歴
史
的
背
景
か
ら
、
窺
明
し
よ
う
と
試
み
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

（3）



　
　
　
　
ラ
ラ
ン
ス
輩
命
と
入
権
宣
欝
（
簡
川
）

②

あ
る
。

　
短
か
い
前
文
と
全
十
七
条
か
ら
な
る
こ
の
入
権
宣
言
の
根
底
に
あ

る
基
本
思
想
は
、
；
薦
で
い
え
ば
、
自
然
渋
思
想
で
あ
る
。
人
聞
の

諸
権
利
を
、
神
や
国
家
や
君
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
ぞ
も
、
法
律

に
よ
っ
て
附
与
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
　
「
自
然
で
不
可
譲
で
神
聖

な
」
も
の
と
規
定
し
、
　
そ
れ
故
に
こ
そ
、
　
そ
れ
ら
の
諸
権
利
が
、

「
承
認
さ
れ
、
宣
言
さ
れ
」
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
い
る
。
　
（
前
文
）

第
一
条
の
前
半
は
、
そ
れ
を
、
極
め
て
簡
潔
に
力
強
く
示
し
て
い
る
。

以
下
の
諸
条
は
、
こ
の
根
本
思
想
の
説
明
と
註
釈
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
十
七
条
の
宣
言
の
中
に
示
さ
れ
た
具
体
的
内
容

．
（
対
象
）
は
、
大
き
く
次
の
三
．
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
8
、

本
来
の
意
味
で
の
人
聞
の
権
利
に
関
す
る
も
の
、
⇔
、
主
と
し
て
平

等
に
関
す
る
も
の
、
⇔
、
公
法
の
一
般
的
原
理
に
関
す
る
も
の
。

　
e
本
来
の
意
味
ぞ
の
入
聞
の
権
利
に
関
す
る
条
項
は
、
八
力
条
あ

る
が
、
決
し
て
秩
序
よ
く
配
列
さ
れ
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
人
闇
の

権
利
と
し
て
、
自
由
、
財
産
、
墨
金
、
圧
政
に
対
す
る
反
抗
を
あ
げ

　
（
第
二
条
）
、
こ
の
中
で
も
「
自
・
田
」
を
最
も
重
要
視
し
、
自
由
の

定
義
と
そ
の
限
界
（
策
四
条
）
を
の
べ
、
つ
い
で
膚
由
の
保
証
一
安

四

全
を
の
べ
（
第
七
、
八
、
九
条
）
、
思
想
の
自
由
（
第
＋
条
）
、
鐵
版
、

険
閲
の
自
由
（
第
＋
一
条
）
に
ふ
れ
、
最
後
に
、
第
十
七
条
で
、
人
闇

の
権
利
と
し
て
の
財
産
（
所
有
）
権
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
諸
条
項
に
み
ら
れ
る
も
の
は
、
主
と
し
て
、
人
闇
の
権
利
と
し
て

の
綱
人
的
（
肉
体
的
）
自
由
と
思
想
（
言
論
）
の
自
著
で
あ
り
、
社

会
的
自
由
、
す
な
わ
ち
、
社
会
が
個
入
の
自
由
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

が
あ
る
こ
と
に
は
全
然
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
個
人
的
自
由
で
竜
、

明
白
な
信
仰
の
自
由
、
請
願
、
結
社
、
集
会
の
霞
由
、
あ
る
い
は
経

済
的
自
由
な
ど
に
は
、
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
⇔
平
等
に
関
す
る
も
の
は
、
わ
ず
か
三
力
条
に
す
ぎ
な
い
が
、
し

か
し
、
そ
の
内
容
を
よ
く
考
察
す
れ
ば
、
e
の
人
闇
の
権
利
に
関
す

る
竜
の
ほ
ど
詳
細
に
規
定
さ
れ
ず
、
そ
の
適
用
の
範
㎜
悶
を
拡
大
し
う

る
余
地
を
か
な
り
の
こ
し
て
い
る
こ
と
、
自
由
よ
り
も
平
等
に
力
点

を
お
く
こ
と
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
、
感
得
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

社
会
的
差
別
を
認
め
な
い
こ
と
を
明
書
し
（
第
一
条
）
、
法
の
前
で
の

平
等
を
主
張
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
、
広
く
あ
ら
ゆ
る

平
等
に
ま
で
拡
大
し
う
る
可
能
性
を
含
ま
せ
（
第
六
条
）
、
課
税
の
平

（4）



等
（
第
＋
三
階
）
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
条
項
か
ら
、
宣

言
の
起
草
者
た
ち
が
、
自
由
よ
り
も
平
等
に
大
き
な
位
置
を
与
え
て

い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
国
公
法
の
一
般
的
原
理
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
国
民
主
権
を

明
㎜
即
し
た
も
の
（
第
三
条
）
、
　
一
般
意
志
の
表
現
と
し
て
の
法
の
規
定

（
第
六
条
）
、
法
律
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
の
公
権
力
（
第
＋
二
条
）
、

公
権
力
維
持
の
た
め
の
課
税
の
必
要
（
第
＋
三
条
）
、
課
税
に
関
す
る

規
定
（
第
＋
四
条
）
、
公
務
員
の
責
佐
（
第
＋
五
条
）
、
お
よ
び
三
権
分

立
の
原
理
（
第
＋
六
条
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
、
新

ら
し
い
政
治
的
秩
序
の
基
礎
原
理
で
あ
り
、
入
問
の
権
利
に
直
接
関

係
せ
ず
、
む
し
ろ
市
民
と
し
て
の
権
利
に
関
す
る
も
の
と
い
瓦
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
粗
雑
な
分
析
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
宣
言
が
、
綿
密
な

方
法
的
な
原
理
の
展
開
、
理
論
家
の
頭
か
ら
生
れ
た
哲
挙
的
な
テ
ー

ゼ
ぞ
は
な
く
、
あ
る
歴
史
的
状
況
の
中
で
、
急
い
で
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
る
に
従
来
、
こ
の
宣
言
に
対

し
て
、
次
の
よ
う
な
非
難
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

宜
言
は
、
抽
象
的
な
入
聞
類
型
を
対
象
と
し
て
書
か
れ
た
・
も
の
で
、

人
類
に
つ
い
て
の
永
久
不
変
の
真
理
を
、
な
ん
ら
歴
皮
的
状
況
を
考

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
権
宣
欝
（
前
川
）

慮
す
る
こ
と
な
く
成
丈
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
具
体

的
な
人
食
の
支
配
に
適
用
し
よ
う
と
試
み
た
た
め
、
当
然
無
秩
序
を

生
み
だ
し
た
。
そ
の
意
昧
で
、
こ
の
宜
言
は
有
害
で
不
必
要
で
悪
し

き
竜
の
で
あ
る
と
。

　
た
し
か
に
、
こ
の
宣
言
は
、
一
見
す
る
と
極
め
て
抽
象
的
観
念
的

で
あ
り
、
十
八
世
紀
暫
学
、
，
と
く
に
ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
の
影
響
が

強
く
で
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
作
成
さ
れ
た
歴
史
的
状
況
の
中

に
お
い
て
考
察
す
る
と
、
決
し
て
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
の

宣
言
を
生
み
だ
し
た
歴
典
的
、
・
、
リ
ュ
が
、
強
く
き
ざ
ま
れ
て
い
る
の

が
わ
か
る
。

　
オ
ー
ラ
ー
ル
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
心
具
葺
は
二
つ
の
壕

点
、
す
な
わ
ち
過
去
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
の
否
定
的
は
鱒
三
農

な
看
点
と
、
未
来
を
建
設
す
る
肯
定
的
℃
O
・
・
凶
鰍
h
な
看
点
か
ら
、
考

　
　
　
　
　
　
　
　
③

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
H
の
わ
れ
わ
れ
は
、
第
二
の
齎
点
、
八

九
年
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
考
察

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
八
九
年
当
時
の
入
々
は
、
主
と
し
て
前
奢
の

着
点
か
ら
考
え
て
い
た
。

　
こ
の
細
書
も
、
多
く
の
法
律
文
書
や
当
時
の
風
習
に
従
っ
て
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

（5）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
叢
・
命
と
入
撫
罵
風
晶
濤
（
漁
酬
獅
）

般
的
な
誉
円
葉
で
原
理
的
に
の
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
を
作
成
し

た
人
々
1
憲
法
制
定
議
会
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
各
条
項
は
決
し

て
抽
象
的
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
、
い
わ
ば
、

．
自
分
た
ち
が
蒙
っ
て
き
た
事
例
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
例
え
ば
、

（
a
）
主
権
が
国
民
に
あ
る
と
の
規
定
（
第
三
条
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
が

竜
は
や
国
王
の
所
有
物
で
な
い
こ
と
、
（
b
）
法
律
以
外
に
は
服
従
し

な
い
こ
と
（
第
四
条
）
は
、
國
王
や
若
干
の
閣
僚
の
わ
が
ま
ま
勝
手

な
支
配
を
認
め
な
い
こ
と
、
（
c
）
法
律
に
よ
る
以
外
は
、
逮
捕
拘
留

さ
れ
な
い
ζ
と
（
第
七
条
）
は
、
　
ぼ
q
o
創
①
o
き
冨
酔
な
ど
の
単
な

る
行
政
命
令
で
は
逮
捕
さ
れ
な
い
こ
と
、
（
d
）
判
決
ま
で
は
無
罪
で

あ
る
（
第
九
条
）
は
、
苛
酷
な
拷
問
は
認
め
な
い
こ
と
、
（
e
）
法
の

前
で
の
平
等
（
第
六
条
）
は
、
特
権
の
廃
止
、
（
f
）
圧
政
へ
の
反
抗

　
（
第
二
条
）
は
、
七
月
十
四
口
の
事
件
（
バ
ス
チ
ィ
ー
ユ
襲
撃
）
が

舎
法
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
明
確
に
前
提
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
理
的
な
点
の
み
で
な
く
、
こ
の
宜
言
に
お
け

る
力
点
の
お
き
か
た
、
あ
る
い
は
、
こ
の
宣
言
に
ふ
れ
ら
れ
て
な
い

諸
点
を
考
え
る
と
、
宣
言
が
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
所
産
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
之
な
る
。
例
え
ば
宗
教
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
当
然
信
仰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

自
由
の
明
記
が
予
想
さ
れ
る
の
に
、
極
め
て
消
極
的
に
し
か
規
定

（
第
＋
条
）
さ
れ
ず
、
前
丈
に
は
、
は
っ
き
り
と
カ
ト
リ
・
ク
的
な

神
叩
霞
①
。
。
弓
H
⑫
ご
①
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
「
ほ
と
ん
ど
全
く

共
和
主
義
的
で
あ
り
、
受
認
的
で
あ
る
」
こ
の
宣
言
が
、
た
だ
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

宗
教
の
一
点
に
開
し
て
そ
う
で
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
8
当
刈
時
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
非
キ
リ
ス
ト
教
的
フ
ラ
ン
ス
入

は
、
理
神
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
⇔
大
衆
は
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
で
あ
っ
て
、
新
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
に
無
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
㊨
僧

侶
、
と
く
に
下
級
僧
侶
の
協
力
を
議
会
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
）
が
欲

し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
憲
法
制
定
議
会
が
決
定
し
た
こ
の
宣
言
に
、
所

有
権
に
閲
す
る
規
定
が
わ
ず
か
一
力
条
（
第
＋
七
条
）
で
、
し
か
も

こ
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
規
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
権
利
は
、
す
で
に
十
八
世
紀
に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
確
立
さ
れ
、
貴
族
な
ど
が
、
領
主
と
し
て
の
地
位
を

確
保
す
る
た
め
に
、
こ
の
権
利
を
用
い
て
い
た
。
ア
ン
シ
ァ
ン
。
レ

ジ
ー
ム
下
で
の
問
題
は
、
こ
の
権
利
の
確
立
よ
り
竜
、
む
し
ろ
公
権

力
に
よ
っ
て
勝
手
に
没
収
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
条
項
で

（6）



は
、
所
有
権
が
賠
償
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ

と
を
明
記
し
、
あ
わ
ぜ
て
、
八
月
四
口
の
夜
の
宣
言
i
鉛
建
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
廃
止
、
封
建
的
権
利
の
買
戻
し
一
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
。

、
こ
れ
ら
宗
教
や
所
有
権
に
関
す
る
規
定
が
簡
単
な
の
に
反
し
て
、

個
人
の
自
由
の
保
証
、
法
の
支
配
、
権
利
の
平
等
な
ど
に
関
す
る
規

定
が
、
か
な
り
詳
し
い
の
は
、
こ
れ
ら
こ
そ
、
ア
ン
シ
ァ
ン
．
レ
ジ

；
ム
下
で
最
・
も
無
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
…
が
最

も
強
く
要
求
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
経
済
的

自
由
や
結
社
の
権
利
な
ど
の
規
定
は
、
こ
の
宣
言
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
そ
の
一
部
分
（
例
え
ば
商

業
の
自
由
）
が
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
三
身
分
の
中
で
、
階
級

分
化
が
生
じ
、
利
害
の
対
立
が
あ
っ
た
た
め
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
結
社
を
禁
止
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
僧
侶
A
同
業

組
合
そ
の
他
既
存
の
特
権
粛
清
体
の
解
体
が
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
時

に
、
こ
れ
を
宣
言
す
る
の
は
時
機
を
え
た
も
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ

た
か
ら
ぞ
あ
ら
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
。
こ
の
八
九
年
の
宣
君
の
眼
は
、
未
来
よ

り
も
む
し
ろ
過
去
に
む
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
，
そ
れ
は
解

　
　
　
　
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
寛
誉
（
前
川
）

体
し
つ
つ
あ
る
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
復
活
を
恐
れ
る
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー
の
見
解
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
の
宜
言
は
、
　
「
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
死
亡
証
明
書
」
で
あ

る
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
宣
言
は
、
単
に
過
去
の
否
定
を
宜
明
し
た
も
の
に

と
ど
ま
ら
ず
、
未
来
へ
の
指
標
と
も
い
う
べ
き
積
極
面
を
も
つ
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
が
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
る

べ
き
新
ら
し
い
政
治
秩
序
の
原
理
の
心
礎
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
そ
の
前
文
に
も
明
確
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
条
項
の
中
に
は
、

具
体
的
に
適
用
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
制
定
者
の
企
図
　
（
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
的
政
治
秩
序
）
の
枠
を
こ
え
る
べ
き
性
格
を
含
ん
で
い
る
も
の
す

ら
あ
る
。
例
え
ば
、
制
定
者
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
）
た
ち
は
、
当
時

決
し
て
普
通
選
挙
に
基
ず
く
民
主
政
や
共
和
政
の
樹
立
を
望
ん
で
い

な
か
っ
た
に
亀
拘
ら
ず
、
権
利
の
平
等
の
規
定
（
第
一
・
六
条
）
や
国

民
主
権
の
規
定
（
第
三
条
）
の
論
理
的
帰
結
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
予

想
せ
し
め
る
。
さ
ら
に
さ
き
の
分
析
で
み
た
ご
と
く
、
平
等
に
か
な

り
の
力
点
が
与
え
ら
れ
、
第
一
条
、
第
二
条
の
意
味
を
考
え
れ
ば
、

そ
れ
が
人
為
的
な
も
ろ
も
ろ
の
不
平
等
を
指
向
し
て
い
る
こ
と
も
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
、

（7）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
囁
命
と
入
旛
罵
且
暫
繕
　
（
前
川
）

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
の
自
由
が
、
状
況
に
応
じ
て
渋
に
よ
っ

て
制
約
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
屯
の
べ
（
第
五
条
）
、
平
時
と
戦

時
と
で
人
閤
の
権
利
が
同
一
で
あ
り
え
な
い
こ
と
を
も
暗
示
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
ヒ
の
一
言
が
、
社
会
主
義
と
対
立
す
べ
き
性
格
の
も

の
で
も
な
い
こ
と
も
分
る
。
「
社
会
主
義
は
、
一
七
八
九
年
に
樹
立

さ
れ
㌧
た
社
会
組
織
と
は
強
く
矛
盾
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

年
の
原
理
の
極
端
で
、
危
険
な
論
理
的
帰
結
」
と
も
考
え
ら
れ
ゐ
。

　
こ
の
よ
う
な
薪
ら
し
い
社
会
建
設
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

の
二
言
に
お
い
て
は
、
な
お
伽
ゆ
影
学
○
ヨ
宮
。
に
し
か
示
さ
れ
て
い
な

　
　
　
　
⑧

い
に
し
て
も
、
そ
れ
が
実
現
さ
る
べ
き
新
社
会
の
理
想
を
志
向
島
7

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

①
o
鳥
。
昌
o
h
ぎ
8
曇
凶
。
口
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
志

向
は
、
部
分
的
に
で
は
あ
れ
、
革
命
の
進
行
と
と
も
に
実
現
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
ぞ
、
八
九
年
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
た
ち
が
、
か
く
も
大
幕

な
、
自
己
の
要
求
す
る
政
治
秩
序
一
立
憲
君
主
政
一
を
超
え
る

内
容
を
も
つ
宜
言
を
行
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
彼
ら
の
背
後
に
あ
る

戻
衆
の
支
持
を
考
え
た
、
　
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
押
さ
れ
た
）
　
か

ら
ぞ
あ
り
、
主
と
し
て
は
、
そ
の
強
い
自
信
の
故
に
他
な
ら
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
託
言
は
↓
　
「
吉
い
悪
弊
に
対

す
る
含
蓄
あ
る
非
難
で
あ
る
と
岡
時
に
、
新
ら
し
い
秩
序
の
哲
学
的

　
　
　
⑩

教
義
問
答
」
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
ぞ
竜
分
る
よ
う
に
、
こ
の
八
九
年
の
宣
君
は
、

当
時
革
命
の
指
導
権
を
握
っ
て
い
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
よ
っ
て
制

定
さ
れ
、
そ
の
政
治
理
想
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
個
人
主
義
i
を
表

明
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
人
聞

の
権
利
と
し
て
の
自
由
と
平
等
と
は
、
状
況
に
応
じ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
ー
の
枠
を
超
え
る
志
向
を
内
含
し
て
い
た
。
　
「
そ
れ
は
両
刃
の

剣
で
あ
っ
て
、
や
が
て
は
こ
れ
を
作
っ
た
人
々
に
対
し
て
も
む
け
ら

れ
る
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
原
理
や
理
想
の
宣
言
が
不
充
分
で
、

一
つ
以
上
の
解
釈
を
許
す
こ
と
は
、
決
し
て
欠
点
で
は
な
く
、
む
し

ろ
く
轟
。
」
な
の
で
あ
る
・
そ
し
て
・
虐
暑
の
こ
の
喬
は
、
革
命

の
進
行
と
と
も
に
、
事
実
と
な
っ
て
具
体
化
す
る
。

①
こ
の
宣
言
の
前
主
と
最
初
の
三
口
条
は
八
月
二
十
口
、
第
幽
一
九
条
は
二

　
十
一
口
、
第
十
条
は
二
十
三
目
、
第
十
一
一
十
瞬
条
は
二
十
四
属
、
第
十

　
五
条
一
十
七
条
は
二
十
山
ハ
日
に
可
決
さ
れ
た
。
（
｝
煽
一
ρ
．
伽
・
U
①
O
嗣
P
機
ρ
犠
。
ロ
い

　
℃
・
H
㎝
・
膨
0
3
卜
○
●
）

　
②
こ
の
宜
習
に
関
す
る
研
究
は
、
イ
エ
リ
ネ
ッ
、
ク
と
ブ
～
ト
、
、
、
の
灘
源
に
つ

（8）



　
い
て
の
論
争
を
中
心
に
、
多
く
刊
行
戸
さ
れ
て
い
る
。
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
よ

　
れ
ば
、
こ
の
宜
雷
の
直
接
の
源
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
宜
言
、
と
く
に
、

　
一
七
七
六
－
八
三
年
に
で
き
た
昏
…
州
の
憲
法
に
あ
る
権
利
宣
言
で
あ
り
、

　
よ
り
根
元
的
な
源
と
し
て
は
、
個
人
の
良
心
の
自
宙
を
主
張
す
る
カ
ル
ヴ

　
ィ
ニ
ス
ム
に
あ
る
と
す
る
。
て
れ
に
対
し
、
ブ
ー
ト
ミ
は
ア
メ
リ
カ
や
ヵ

　
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ム
の
影
響
を
否
完
、
或
は
過
少
回
し
、
そ
の
源
を
ル
ソ
ー
の

　
「
社
会
契
約
論
し
や
十
八
世
紀
思
想
に
求
め
る
。
な
お
そ
の
他
に
も
、
ア

　
メ
リ
カ
の
州
憲
法
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
閥
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

　
だ
が
、
ま
た
ル
ソ
1
の
思
想
亀
強
く
し
み
こ
ん
で
い
た
こ
と
も
確
か
だ

　
と
す
る
二
者
も
あ
る
。
八
九
年
の
人
権
宜
言
に
間
す
る
主
要
な
参
考
溝
鼠

　
と
し
て
次
の
如
琶
亀
の
が
あ
る
。
O
・
圃
①
ご
冒
Φ
ぎ
ご
冨
国
国
一
白
藁
讐
鵠
び
q
畠
。
凧

　
鑑
。
9
。
9
謬
且
煽
づ
q
団
黛
σ
q
o
『
民
。
。
駕
ρ
（
美
濃
部
達
吉
訳
、
人
権
宣
言
論
そ

　
の
他
、
日
本
額
貯
轟
細
社
）
ヒ
d
O
舞
霧
ざ
国
酌
β
師
。
匂
n
勺
。
顕
諏
ρ
篇
④
鵬
（
］
・
O
O
刈
）
・
芝
P
一
。
一
H
・

　
H
、
p
幽
診
ぽ
お
焦
。
昌
偶
点
自
転
。
一
窃
創
①
H
．
ゲ
。
筥
ヨ
。
・
（
H
Φ
8
＞
言
鍵
o
ρ
σ
q
㈹
r
び
霧

　
o
（
団
㈹
鍵
①
m
籍
罫
窓
。
　
翼
p
鳳
。
闇
闇
切
戸
。
言
9
一
．
ぎ
影
ヨ
。
驚
ミ
Q
。
ρ

　
（
H
8
癖
〉
翻
。
。
蓉
び
弓
冨
U
㊦
。
ご
旨
犠
。
奮
。
団
H
〃
週
μ
窃
◎
剛
竃
§
汽
〉
『
『

　
ぎ
国
昌
畠
9
0
翠
＆
す
。
｛
ω
o
o
M
巳
Q
Q
o
凶
窪
o
g
∀

③
》
巳
p
＆
℃
鵠
凶
埠
。
貯
①
唱
。
｝
一
篇
ρ
環
Φ
・
薩
⑨

④
》
巳
鍵
山
・
。
勺
・
鼻
・
念
・

⑤
H
、
三
重
巽
ρ
露
お
9
二
三
。
h
二
μ
。
男
【
。
⇒
。
一
伊
》
①
〈
。
一
三
圃
。
コ
・
峯
9

⑥
》
巳
p
乙
・
類
帥
い
陣
・
喝
。
年
・
蒔
朝
・

⑦
♂
峯
・
窃
・

③
讐
5
覇
・

　
　
　
　
フ
ラ
ン
、
ス
革
命
と
入
権
宣
言
（
繭
川
）

⑨
び
o
h
9
護
ρ
o
酬
）
・
o
隅
斤
．
笛
H
“
’

⑩
ソ
費
〔
三
。
N
℃
u
・
p
護
く
。
一
転
一
書
坤
§
2
一
脇
。
」
’
ミ
●

⑪
、
＝
さ
彰
酬
）
ぎ
ジ
、
一
』
囲
6
鳩
容
昌
。
プ
カ
。
く
。
ぎ
ド
…
o
穿
り
O
．

こ
　
ジ
腱
ン
ダ
ン
の
入
権
宣
雷

　
八
九
年
の
人
権
宣
書
は
、
一
七
九
一
年
の
憲
法
の
前
に
お
か
れ
て
、

そ
れ
と
と
も
に
公
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宣
言
の
い
わ
ば
基
本
理
念

で
あ
る
権
利
の
平
等
と
入
民
主
権
の
原
理
は
、
こ
の
憲
法
に
お
い
て

は
、
決
し
て
完
全
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
あ
る
竜
の
は
制

限
選
挙
制
で
あ
り
、
立
憲
君
主
政
で
あ
っ
た
。
宣
言
と
憲
法
の
こ
の

矛
盾
は
、
ど
う
し
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
七
九
二
年
八
月
十
日
の
事
件
、
す
な
わ
ち
王
権
の
停
止
の
結
果
、

普
通
選
挙
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
国
艮
公
会
0
9
宅
9
義
。
昌
Z
舞
｛
o
⇔
－

註
。
は
、
成
立
の
翌
日
（
九
月
二
十
縫
）
、
共
和
政
を
言
口
漏
し
た
。

さ
き
の
人
権
宣
言
と
九
一
年
憲
法
の
矛
盾
は
、
こ
こ
で
一
応
解
消
し

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
新
ら
し
い
事
態
に
応
ず
る
新
憲
法
を
禰
浮

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
国
民
公
会
は
憲
法
委
員
会
0
9
ご
離
邸
8
（
〕
9
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

。。

?
’
臨
9
μ
を
設
け
（
十
月
十
一
研
）
、
各
方
面
よ
り
広
く
意
見
を
き

九

（9）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宣
醤
（
前
用
）

き
、
憲
法
草
案
の
作
成
に
着
手
し
た
。
こ
の
憲
法
委
員
会
は
主
と
し

て
ジ
・
ン
ダ
ン
議
員
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
草
案
作
成
の
中
心
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
コ
．
ン
ド
ル
セ
で
あ
っ
た
。
新
ら
し
い
憲
法
草
案
1
そ
れ
は
ふ
つ

う
ジ
ロ
ン
ダ
ン
憲
法
と
よ
ば
れ
、
そ
の
前
文
に
三
十
条
か
ら
な
る
人

権
宣
言
を
も
つ
も
の
で
あ
る
一
が
、
國
民
公
会
に
提
出
さ
れ
た
の

は
、
数
ヵ
月
後
の
九
三
年
二
月
十
五
9
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

憲
法
草
案
の
痴
言
は
二
月
二
十
研
に
は
じ
ま
り
、
以
後
、
四
月
十
七

鷺
ま
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
こ
の
討
論
延
引
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
九
三
年
三
月
に
お
け
る

フ
ラ
ン
ス
軍
の
敗
退
や
デ
ュ
ム
リ
エ
　
U
g
ヨ
。
謹
凶
o
N
の
裏
切
り
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
を
危
機
に
お
と
し
い
れ
て
い
た
こ
と
や
、
國
民
公

会
の
成
立
以
来
、
次
第
に
激
化
し
て
き
た
ジ
・
ン
ダ
ン
対
モ
ン
烏
竹

ャ
レ
ル
の
抗
争
が
、
九
三
年
の
二
、
三
月
に
は
国
内
の
物
価
高
や
食

糧
難
の
経
済
間
諜
と
か
ら
み
あ
っ
て
尖
鋭
化
し
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル

が
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
的
憲
法
を
審
議
す
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

　
と
も
か
く
、
四
月
十
七
研
か
ら
は
じ
ま
っ
た
憲
法
草
案
の
討
論
は
、

五
月
二
十
九
日
ま
で
つ
づ
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
「
毎
週
月
水
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
行
わ
れ
る
」
と
い
う
規
則
に
従
わ
ず
、
　
「
内
外
の
危
機
よ
り
生
じ

た
重
大
問
題
に
よ
っ
て
、
た
え
ず
中
断
さ
れ
た
。
軍
事
的
敗
退
、
ヴ

ァ
ン
デ
の
反
乱
、
モ
ン
重
代
ヤ
ー
ル
と
ジ
ロ
ン
ダ
ン
と
の
抗
争
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
、
議
員
の
全
関
心
を
ひ
き
し
、
　
い
わ
ば
そ
の
闇
の
余
暇
に
憲
法
討

議
が
行
わ
れ
た
有
様
で
あ
っ
た
。

　
討
論
は
ま
ず
、
「
憲
法
の
基
礎
と
し
て
の
人
権
宣
言
」
か
ら
行
わ

れ
た
。
短
い
前
文
と
本
文
と
が
、
第
一
読
会
で
採
決
さ
れ
た
の
は
四

月
二
十
六
日
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
、
こ
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
人
権
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
修
正
可
決
さ
れ
た
の
は
、
五
月
二
十
九
ほ
、
す
な
わ
ち
、
ジ
ロ
ン

ダ
ン
の
失
脚
を
も
た
ら
し
た
五
月
三
十
一
鼠
－
六
月
二
欝
の
革
命
の

前
夜
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
の
人
権
宣
言
に
関
す
る
討
論

に
お
い
て
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
は
、
種
々
の
点
で
、
ジ
ロ
ン
グ
ン
草

案
に
反
対
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
四
月
二
十

四
臼
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
提
出
し
た
「
人
権
宣
言
草
案
」
で
あ
ろ

・
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
五
博
月
三
十
一
研
i
六
門
月
二
日
の
蘭
早
A
即
に
よ
っ
て
、
国

民
公
会
か
ら
ジ
ロ
ン
グ
ン
の
指
導
者
が
多
数
追
放
さ
れ
、
モ
ン
タ
ニ

ャ
ー
ル
が
政
権
を
獲
得
し
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
が
数
カ
月
間
苦
心
し
て

（10）



作
成
し
た
憲
法
草
案
は
、
今
や
悉
く
無
視
さ
れ
、
モ
ン
虚
円
ヤ
ー
ル

の
手
に
よ
っ
て
、
新
ら
し
く
憲
法
草
案
が
急
速
に
作
成
さ
れ
た
。
公

安
委
員
会
の
指
図
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
エ
ロ
ー
・
デ
。
セ
シ
ェ
ル

踏
邸
奏
⊆
冨
傷
Φ
ω
o
｝
μ
色
｝
o
。
。
を
中
心
と
す
る
新
憲
法
委
員
会
は
、
一
週

闇
足
ら
ず
で
草
案
を
作
成
し
、
六
月
十
口
に
は
国
畏
公
会
に
提
出
し
、

数
回
の
討
論
を
経
て
、
同
月
二
十
四
研
に
は
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
が

九
三
年
の
憲
法
、
あ
る
い
は
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
憲
法
と
よ
ば
れ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
の
前
に
も
、
三
＋
五
条
か
ら
な
る
人
権
宣
言

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
九
三
年
に
お
け
る
こ
の
三
つ
の
人
権
宣
言
、

ー
ジ
ロ
ン
グ
ン
、
ロ
ベ
ス
ピ
諾
ー
ル
、
お
よ
び
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル

ー
は
、
ど
の
よ
う
な
類
似
と
差
異
、
特
質
を
も
つ
宙
の
で
あ
ろ
う
か
。
、

そ
れ
ら
は
八
九
年
の
宣
言
と
較
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
点
で
、
革
命
の

展
開
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
ジ
ロ
ン
グ
ン
の
宣
言
か
ら
考
察
し
よ
う
。
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ

っ
て
起
草
さ
れ
た
こ
の
人
権
宣
言
一
そ
れ
は
、
　
「
人
間
の
自
然

的
・
市
鞘
組
・
政
治
的
諸
権
利
の
宣
言
草
案
℃
3
撤
紳
α
①
偶
価
巳
葭
暮
凶
O
β

“
Φ
。
・
時
O
凶
暴
魏
9
復
O
ジ
O
才
幽
『
簿
℃
O
ぎ
凶
2
9
幽
①
の
ゲ
9
占
冠
μ
駿
一
と

題
さ
れ
、
権
利
の
内
容
が
や
や
具
体
化
さ
れ
て
い
る
一
は
、
短
か

　
　
　
　
ブ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宣
雷
（
繭
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
前
丈
と
三
十
三
条
の
本
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。
八
九
年
の
宣
言
と

く
ら
べ
る
と
、
そ
こ
に
流
れ
て
い
る
根
本
思
想
や
．
そ
の
形
式
的
な

表
現
は
同
一
で
あ
る
が
、
本
文
が
約
倍
加
し
て
い
る
だ
け
に
、
内
容

が
よ
り
完
全
に
、
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
九
年
の
宣

言
の
中
の
「
あ
る
も
の
は
修
正
さ
れ
、
あ
る
亀
の
は
削
ら
れ
、
あ
る

も
の
は
附
加
さ
れ
、
全
体
と
し
て
、
よ
く
調
整
さ
れ
体
系
化
さ
れ
て

　
④

い
る
。
」
八
九
年
の
宣
言
が
、
い
わ
ば
「
自
然
的
諸
権
利
の
モ
ザ
イ

ク
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ジ
ロ
ン
グ
ン
の
宣
言
は
、
各
条
が
厳
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

明
確
に
規
定
さ
れ
、
秩
序
ず
け
ら
れ
、
組
織
化
さ
れ
て
い
る
点
に
、

特
長
が
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
宣
言
の
第
一
条
に
、
ま
ず
人
間
の
自

然
的
権
利
と
し
て
、
自
由
、
平
等
、
安
全
、
所
有
権
、
社
会
保
証
、

圧
政
に
対
す
る
反
抗
権
の
六
つ
が
あ
げ
ら
れ
、
第
二
条
以
下
で
順
次

に
そ
れ
ら
が
詳
し
く
の
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
は
ニ
ー
六
条
、

平
等
は
七
i
九
条
、
安
全
は
十
t
十
七
条
、
所
有
権
は
十
八
一
二
十

一
条
、
社
会
保
証
は
二
十
五
一
三
十
条
、
反
抗
権
は
三
十
一
－
三
十

二
条
に
規
定
さ
れ
、
二
十
二
一
二
十
四
条
の
磁
力
条
に
は
、
租
税
、

教
育
、
救
貧
が
、
最
後
の
三
十
三
条
に
は
憲
法
改
正
権
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
体
系
的
構
成
は
，
他
の
人
権
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（11）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宜
欝
（
前
川
）

に
は
み
ら
れ
な
い
所
で
あ
り
、
恐
ら
く
数
攣
者
と
し
て
の
コ
ン
艮
ル

セ
の
天
才
の
片
鱗
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
宣
「
冨
の
前
文
で
、
ま
ず
注
財
さ
れ
る
の
は
、
そ

の
実
証
性
、
世
俗
性
ぞ
あ
る
。
八
九
年
の
そ
れ
が
、
極
め
て
荘
重
に

ド
グ
マ
的
な
形
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
簡
潔
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
グ
ト
リ
ソ
シ
ア
ル

「
入
聞
社
会
の
目
的
、
権
利
の
蕃
礎
と
し
て
の
社
会
契
約
、
権
利
の

保
証
と
し
て
の
憲
法
、
憲
法
に
先
行
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
罵
言
し

を
の
べ
、
八
九
年
の
そ
れ
の
、
　
「
最
高
存
在
の
前
で
…
」
の
よ
う
・
な

宗
教
的
荘
董
さ
は
全
然
も
つ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
μ
ベ
ス
ピ

ェ
…
ル
の
宣
言
草
案
は
そ
の
前
文
で
、
　
「
不
滅
の
立
法
考
緑
σ
q
凶
も
。
｝
斧

8
霞
ず
つ
旨
。
属
臼
の
眼
前
で
…
し
と
か
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
や
九
五

年
の
そ
れ
も
、
ふ
た
た
び
「
最
高
存
在
の
前
で
…
」
と
理
神
論
的
思

想
を
の
ぞ
か
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
く
ら
べ
て
も
、
コ
ン
ド
ル
セ
の

も
の
は
、
実
証
的
半
俗
的
で
あ
る
。

「
基
本
的
入
権
と
し
て
平
等
と
社
会
保
証
の
二
つ
聖
新
ら
し
く
明
記

し
、
さ
ら
に
教
育
、
救
貧
、
憲
法
修
正
権
の
三
田
条
を
新
ら
し
く
挿

入
し
、
宗
教
の
自
由
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
の
は
、
八
九
年
の
そ

れ
に
比
し
て
、
こ
の
宣
言
の
新
ら
し
い
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
コ
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
国

の
官
職
の
世
襲
㎏
に
反
対
し
（
三
＋
三
条
）
、
主
権
を
「
国
民
」
で
は

な
く
、
　
「
全
人
民
」
　
に
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
二
＋
七
条
）
　
の

は
、
明
ら
か
に
九
二
年
八
月
十
欝
事
件
（
王
権
の
停
止
）
以
後
の
新
ら

し
い
状
勢
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
所
有
権
の
規
定
が
、
か
な
り
詳

細
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
政
権
を
確
保
し
た
革
命
的
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
（
と
く
に
ジ
ロ
ダ
ン
）
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
教

育
、
救
貧
の
規
定
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
宣
習
が
、
八
九
年

の
そ
れ
よ
り
、
　
「
社
会
的
」
だ
と
い
わ
れ
る
点
で
あ
り
、
確
か
に
革

命
に
お
け
る
罠
衆
の
要
求
と
力
－
七
月
十
四
日
、
八
月
十
厩
な
ど

に
お
け
る
一
を
承
認
し
た
竜
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
反
抗
権
に

…
関
す
る
規
定
に
お
い
て
、
　
「
圧
政
に
対
す
る
反
抗
の
方
法
は
憲
法
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
三
＋
二
条
）
と
し
て
、
合
法
的

反
抗
の
み
を
許
容
し
て
い
る
の
は
、
依
然
民
衆
の
非
合
法
的
勢
カ

ー
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
や
そ
れ
と
結
ぶ
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
ー
の
拾
頭

を
恐
れ
る
ジ
ロ
ン
グ
ン
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
…
の
真
意
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
ジ
ロ
ン
グ
ン
の
宣
雷
は
、
八
九
年
の
そ
れ
よ
り
も
、
よ
リ

リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、
よ
り
個
人
主
義
的
で
あ
る
と
い
え
る
に
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

果
し
て
よ
り
社
会
的
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
か
り
に
そ
の
よ
う

（12）



に
い
い
う
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
八
九
年
か
ら
九
三
年
初
ま
で
の
革

命
の
推
移
、
と
く
に
九
二
年
八
月
十
田
以
後
有
力
化
し
た
ジ
ロ
ン
ダ

ン
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
枠
内
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

こ
の
点
…
で
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
人
権
宣
言
は
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
・
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー
の
人
権
宣
言
と
断
定
し
え
よ
う
。

　
従
っ
て
こ
の
宣
言
の
審
議
に
お
い
て
、
モ
ン
タ
論
ヤ
ー
ル
か
ら
、

し
ば
し
ば
猛
烈
な
反
駁
や
修
正
が
試
み
ら
れ
た
。
討
論
の
群
細
に
つ

い
て
は
こ
こ
で
の
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
た
だ
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル

の
指
導
者
の
一
人
で
あ
り
、
ジ
ァ
コ
バ
ン
協
会
の
憲
法
委
員
で
あ
っ
．

⑲
「た

ロ
ベ
ス
ピ
ェ
…
ル
の
反
駁
と
そ
の
人
権
宣
書
草
案
に
つ
い
て
、
次

に
若
干
考
察
し
よ
う
。

　
①
こ
の
憲
法
委
員
会
は
九
名
の
委
員
と
六
名
の
補
助
委
員
よ
り
な
る
。
九
名

　
　
の
委
胃
貝
の
中
℃
P
凶
欝
㊦
”
劇
嘱
尻
い
O
ぴ
℃
圃
場
〇
♪
＜
O
肖
鵬
三
9
ロ
α
”
O
①
コ
い
O
ロ
ロ
少

　
　
∩
O
コ
畠
O
嘱
。
舞
の
六
名
は
ジ
ロ
ン
ダ
ン
で
あ
り
、
翻
p
『
伽
「
o
”
U
粋
昌
ε
コ
は
モ

　
　
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
で
、
他
に
ω
冨
団
。
．
⑳
が
あ
る
。
補
助
委
員
の
中
の
三
吟
は

　
　
ジ
ロ
ン
ダ
ン
で
あ
る
。
従
っ
て
計
十
五
名
の
乱
闘
貝
の
中
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
が
九

　
　
名
を
占
め
て
お
り
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
的
委
員
会
と
考
え
う
る
。
だ
が
コ
ン
ド
ル

　
　
セ
は
当
時
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
と
も
み
な
さ
れ
㌃
て
い
た
か
ら
、
中
立
的
立
揚

　
　
と
．
い
え
る
と
主
張
す
る
単
玉
も
あ
る
。
へ
》
δ
ロ
婆
ど
O
o
”
島
。
旨
①
ぴ
H
ゆ
O
頃
ひ
）

　
②
憲
法
起
草
の
中
心
入
物
が
コ
ン
ド
ル
セ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ア
ラ
ン
グ
リ

フ
ラ
ン
ス
叢
・
命
と
入
権
霊
言
（
衝
川
）

　
の
載
醒
細
な
戦
塵
で
明
ら
か
で
あ
る
。
＞
8
コ
戸
賀
ど
（
・
o
買
岱
。
困
o
o
7
邸
邸
手
配
・

③
》
E
ρ
苞
℃
笛
帥
琢
。
坤
お
℃
包
潔
圃
ぬ
器
．
b
っ
。
。
メ

④
〉
三
碧
9
陣
気
〔
H
．
卜
σ
Q
。
O
．
し
か
し
ア
ラ
ン
グ
リ
の
引
用
に
よ
る
と
「
月
、
水
、

　
土
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
（
＞
8
旨
㈲
「
ざ
。
回
）
●
o
謬
．
障
切
U
）

⑤
》
巳
鍵
（
訓
ぴ
乙
●
鱒
Q
。
Φ
・

⑥
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
人
権
宣
言
草
案
は
、
三
＋
三
条
か
ら
な
る
が
、
五
月
二
＋

　
九
二
に
可
決
さ
れ
た
も
の
は
、
若
干
の
修
正
が
曰
え
ら
れ
、
三
十
条
に
な

　
つ
て
い
る
。
「
信
仰
の
自
由
」
に
関
す
る
規
定
以
外
「
に
は
本
・
質
的
な
変
化

　
は
な
い
。
本
論
交
で
は
、
三
十
三
条
の
草
案
を
中
心
に
蒋
、
察
し
た
。

⑦
邦
訳
は
附
録
⇔
滲
照
。

⑧
≧
①
謎
q
ヒ
。
ワ
。
ダ
ω
○
。
樫

⑨
≧
撃
α
q
厩
ど
。
や
。
置
ω
8
●

⑩
ご
①
田
一
舅
島
β
頃
黛
。
蹄
・
8
冨
い
二
言
篇
。
弓
・
一
一
。
審
ぽ
宰
§
8
“
H
』
ミ
●

⑪
｝
巳
髪
倉
訂
Q
∩
。
。
蔓
①
臼
い
回
8
。
三
器
．
＜
．
8
”
鴇
●

三
　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
人
権
官
＝
欝

　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
ジ
μ
ン
ダ
ン
人
権
宵
三
…
聞
草
案
の
審
議
に
際

し
、
九
益
年
四
月
二
十
四
日
の
会
議
で
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
痛
烈

な
反
駁
を
行
な
い
、
．
み
ず
か
ら
の
人
権
宣
言
草
案
を
提
示
し
た
。

　
e
　
彼
は
ま
ず
、
所
有
権
を
否
定
し
た
り
、
財
産
の
平
等
を
主
張

し
た
り
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
の
べ
、
　
「
個
人
の
幸
福
よ
り
も
、

∴
三

（13）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
窯
欝
（
前
川
）

公
共
の
福
祉
鼠
一
凶
。
凶
㌫
霊
三
凶
ρ
【
δ
が
必
要
で
あ
り
、
富
裕
を
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
よ
り
、
貧
困
を
名
誉
あ
る
も
の
に
す
る
の
が
大
切
だ
」
と
し
て
、

所
有
権
に
も
制
限
を
設
け
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
　
「
人
聞
の
最

初
の
財
産
で
あ
り
、
自
然
か
ら
え
た
最
竜
神
聖
な
権
利
で
あ
る
自
由

で
す
ら
、
他
の
権
利
と
い
う
制
限
を
も
つ
と
正
し
く
も
の
べ
な
が
ら
、

何
故
こ
の
原
則
を
一
つ
の
社
会
制
度
置
ω
簿
暮
幽
9
同
も
・
o
o
扇
ぎ
で
あ
る

所
有
権
に
も
適
用
し
な
い
の
か
。
あ
た
か
竜
、
自
然
の
永
遠
の
法
則

が
、
人
聞
の
と
り
き
め
o
o
⇔
＜
o
⇔
瓢
○
⇔
ω
よ
り
も
不
可
侵
で
な
い
か
の

よ
う
に
。
再
諸
君
は
所
有
権
の
行
使
に
最
大
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ジ
テ
イ
ミ
テ

に
、
条
項
を
ふ
や
し
た
。
し
か
も
所
有
権
の
性
絡
や
正
統
さ
を
定
“

義
す
る
た
め
に
は
一
言
も
い
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
諸
君
の
宣
言

（
ジ
ロ
ン
グ
ン
の
宣
言
）
は
、
人
問
の
た
め
に
で
は
な
く
、
金
持
ち
、

買
占
人
、
投
機
家
、
圧
政
者
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

②る
。
し
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
こ
う
の
べ
て
、
所
有
権
に
蘭
す
る
次
の

四
ケ
条
を
撰
案
ず
る
。
一
、
所
有
権
は
、
各
市
民
が
法
律
に
よ
っ
て

保
証
さ
れ
た
財
産
の
一
部
分
を
享
有
し
処
分
す
る
権
利
で
あ
る
。

二
、
所
有
権
は
、
す
べ
て
の
他
の
権
利
と
同
じ
く
、
他
人
の
権
利
を

蔓
塗
す
る
と
い
う
義
務
に
よ
っ
て
翻
限
さ
れ
る
。
三
、
そ
れ
は
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
四

三
の
安
全
、
自
由
、
生
存
、
所
有
権
を
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
、
こ
の
原
則
を
侵
す
あ
ら
ゆ
る
所
有
、
取
引
き
は
不
法
で
あ
り
非

　
　
　
　
①

道
徳
で
あ
る
。

　
⇔
、
次
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
宣
言
の
租
税
に
関

す
る
規
定
（
二
＋
二
条
）
を
攻
撃
す
る
。
　
「
諸
君
は
課
税
が
、
人
民

も
し
く
は
そ
の
代
表
者
の
意
志
以
外
か
ら
は
爵
な
い
と
い
う
原
則
を

主
張
し
な
が
ら
、
全
人
類
が
要
求
す
る
規
定
、
す
な
わ
ち
、
累
進
課

税
帥
ぢ
℃
黛
箕
。
σ
q
器
ω
の
需
の
基
礎
を
忘
れ
て
い
る
」
と
し
、
「
公
課
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
財
産
の
高
に
従
っ
て
、
す
な
わ
ち
市
民
が
社
会

か
ら
え
る
利
益
に
従
っ
て
、
累
進
的
に
、
公
共
の
費
用
を
麦
払
う
よ

う
に
義
務
ず
け
る
原
則
が
、
事
物
の
本
質
と
永
遠
の
正
義
か
ら
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
に
引
き
出
さ
れ
た
原
則
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
租
税
の
条
を
次
の

よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
　
「
収
入
が
、
そ
の
生
計
に
必

要
な
竜
の
以
上
に
出
な
い
市
昆
は
、
公
共
の
費
用
へ
の
支
払
い
を
免

ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
市
民
は
、
茅
、
の
財
産
の
高
に
応
じ
て
累
進
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
公
共
の
費
銅
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
⇔
　
最
後
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
　
「
す
べ
て
の
人
々
を
、
す
べ

て
の
国
民
に
結
び
つ
け
る
友
愛
の
義
務
鳥
⑦
＜
2
畠
畠
。
跨
客
駿
該
け
伽
、

（三4）



そ
，
の
下
五
援
助
の
権
利
」
　
〔
専
制
君
主
に
反
対
す
る
人
民
の
永
遠
の

同
盟
の
基
礎
」
が
忘
れ
ら
れ
、
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
諸
君
の
宣
言
は
、
地
球
の
一
隅
に
囲
ま
れ
た
一
群
の
人
類
の
た
め

に
な
さ
れ
、
自
然
が
居
住
地
と
し
て
土
地
を
与
え
た
大
き
な
家
族
の

た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
な
い
と
諸
鱈
は
い
う
で
あ
ろ
う
。
」
　
し
か
し

彼
は
、
革
命
の
精
神
を
世
界
の
隅
々
に
ま
で
流
布
す
べ
き
こ
と
を
主

張
す
る
。
そ
の
規
定
と
し
て
、
「
一
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
人
闇
は
兄
弟
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
人
民
は
、
同
じ
国
蒙
の
市
民
の
よ
う
に
、

そ
の
力
に
応
じ
て
互
に
助
け
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
、
一
年
民
を

抑
圧
す
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
の
敵
と
自
か
ら
宣
言
す
る
屯
の

で
あ
る
。
三
、
自
由
の
進
歩
を
妨
げ
、
入
津
の
諸
権
利
を
無
に
す
る

た
め
に
、
　
一
人
民
に
戦
を
行
う
竜
の
は
、
す
べ
て
の
人
民
に
よ
っ
て
、

普
通
の
敵
と
し
て
で
は
な
く
、
暗
殺
者
、
反
逆
的
強
盗
と
し
て
追
究

起
訴
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
囚
、
勤
王
、
貴
族
、
暴
君
は
何
人
で
あ

れ
、
地
上
の
主
権
者
－
人
類
…
に
対
し
、
ま
た
学
宙
の
立
法
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

i
l
自
然
一
に
対
し
反
抗
す
る
奴
隷
で
あ
る
」
を
提
案
す
る
。

　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
彼
が
演
説
の
後
で
提
示

し
た
人
権
宣
言
案
ー
ー
そ
れ
は
す
で
に
四
月
工
十
一
日
の
ジ
ァ
コ
バ

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
轟
聯
A
即
と
人
撫
W
ぬ
且
曽
蹴
（
凶
剛
川
）

ン
協
会
の
会
議
で
可
決
さ
れ
た
も
の
一
の
中
に
、
他
の
条
項
と
と

屯
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
か
な
9
長
い
前
文
と
三
十
七
条
か
ら
な

　
　
　
　
　
　
⑦

る
彼
の
宣
雷
草
案
は
、
さ
き
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
宣
言
に
く
ら
べ
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
特
色
が
あ
り
、
彼
お
よ
び
当
時
の
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の

政
治
理
想
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
案
の
前
文
は
、

八
九
年
の
そ
れ
と
同
じ
く
荘
重
な
副
子
の
竜
の
で
、
「
宇
宙
の
前
で
、

不
滅
の
立
法
者
の
眼
前
で
簿
罫
夢
8
価
①
丁
8
凶
く
①
誘
。
け
。
。
o
諺
一
①
切

累
2
×
二
二
慰
σ
浜
道
纂
①
霞
ゴ
肖
ヨ
○
属
①
ご
、
人
望
お
よ
び
市
民
の
諸
権
利

を
宣
言
す
る
と
の
べ
る
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
宗
教
性
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
ろ
う
。

　
つ
い
で
、
　
「
生
存
の
保
持
と
自
由
と
に
必
要
な
権
利
が
三
四
の
主

要
な
権
利
」
と
規
定
し
（
第
二
条
）
、
そ
れ
が
万
人
に
と
っ
て
平
等
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ま
ず
権
利
の
平
等
を
主
張
す

る
（
第
三
条
）
。
自
由
（
第
四
条
）
よ
り
も
平
等
が
さ
き
に
の
べ
ら
れ
．

つ
い
で
集
会
の
権
利
、
思
想
綴
版
の
自
∵
田
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
宣

言
草
案
で
最
も
注
落
す
べ
き
点
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
所
有
権
に
関
す

る
条
項
（
第
七
i
＋
条
）
、
労
働
の
権
利
を
認
め
た
条
項
（
第
＋
一
宮
）
、

累
進
課
税
の
原
則
の
規
定
（
第
十
三
条
）
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ラ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

（15）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宜
嘗
（
前
川
）

は
、
こ
れ
ら
の
諸
条
項
よ
り
し
て
、
そ
こ
に
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
社

会
主
義
的
傾
向
一
そ
れ
は
外
面
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
：
が

み
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
、
社
会
の

み
惣
進
的
改
革
は
、
決
し
て
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
や
モ
ン
黒
戸
ヤ
ー
ル
が

心
か
ら
欲
し
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
民
主
的
性
格
の
強
い
ジ
ロ
ン

ダ
ン
憲
法
草
案
に
反
対
し
、
そ
れ
を
不
人
気
留
℃
○
℃
三
轟
曲
。
。
興
に
す

る
た
め
の
、
政
治
的
戦
術
塁
◎
嵩
ρ
器
℃
o
藻
5
戸
δ
に
す
ぎ
ず
、
事
実
・

彼
ら
が
政
権
を
握
っ
た
後
の
六
月
に
起
草
さ
れ
た
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル

宣
言
草
案
に
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点

で
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
と
モ
ン
タ
一
一
ヤ
ー
ル
の
対
立
は
、
根
本
的
な
原
理

的
な
対
立
で
は
な
く
、
単
な
る
党
派
的
な
敵
概
心
の
対
立
に
す
ぎ
ず
、

両
者
と
屯
根
底
的
な
社
会
革
命
を
欲
し
な
か
っ
た
点
で
は
一
致
す
る
、

　
　
　
　
　
　
⑨

と
力
説
し
て
い
る
。
ジ
ロ
ン
ダ
ン
と
モ
ン
タ
ニ
ャ
；
ル
と
の
対
立
が
、

階
級
対
立
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
同
一
階
級
内
部
で
の
党
派
的
対
立

で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
の
宣
言
草
案
の
中
に
、
個
人
主
義
的
所
有
を
制
約
す
る
祉
会
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
μ
ベ
ス
ピ
ェ
；
ル
の
宣
言
草
案
の
第
二
の
特
色
は
、
友
愛
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

則
に
長
ず
い
た
諸
国
罠
の
権
利
に
つ
い
て
の
条
項
（
第
三
＋
四
条
－
三

＋
七
条
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
が
、
対
外
戦
争
に
お
け
る
革
命

精
神
の
宣
伝
条
項
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の

挑
戦
政
策
に
反
対
し
て
い
た
彼
が
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
宣
言
草
案
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
く
、
そ
の
憲
渋
草
案
の
最
後
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
の
武
装
宣
伝

の
問
題
を
、
堂
々
と
宣
言
の
中
に
も
ち
出
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

か
。
当
時
デ
ュ
ム
リ
エ
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
、
酷
き
な
打
撃
を
う
け

た
革
命
を
、
内
外
の
反
革
命
勢
力
に
対
し
て
防
衛
す
る
必
要
、
ま
た

外
点
と
曜
た
裡
に
平
和
交
渉
を
試
み
つ
つ
あ
っ
た
グ
ン
ト
ン
の
政
策

を
妨
げ
る
た
め
に
、
世
界
革
命
や
、
普
遍
的
な
世
界
國
家
の
理
論
に

熱
中
し
て
い
た
、
多
く
の
革
命
的
団
体
の
援
助
を
期
待
し
た
か
ら
で

　
　
⑫

あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
油
壷
宣
伝
の
条
項
が
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の

人
権
宣
言
に
は
な
く
、
そ
の
憲
法
で
は
む
し
ろ
反
対
に
、
不
干
渉
政

策
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
オ
ー
ラ
ー
ル
が
強

調
す
る
よ
う
に
、
こ
の
条
項
も
ま
た
ジ
ロ
ン
グ
ン
に
反
対
す
る
た
め

の
一
つ
の
政
治
的
戦
術
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
確
か
に
ロ
、
、
ヘ
ス
ピ
ェ
ー
ル
の
口
早
案
は
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
そ
れ
に
反

対
す
る
た
め
の
反
対
と
し
て
の
要
素
を
多
分
に
有
し
て
い
る
。
し
か
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し
凸
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
こ
に
モ
γ
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
、
い
な
と
く

に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
政
治
理
想
が
．
露
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
「
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
世
界
主
義
と
社
会
主

義
と
の
光
が
、
未
知
の
広
い
未
来
の
上
に
、
そ
の
地
平
線
を
開
い
て

　
⑱い

る
」
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
・
ベ
ス
ピ
ェ
ー
ル
の
人
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

宣
言
は
、
あ
る
程
度
社
会
主
義
の
最
初
の
表
現
で
あ
り
「
ル
イ
・
フ

ィ
リ
ッ
プ
の
電
と
で
、
ま
た
第
二
共
和
政
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

会
主
義
者
の
憲
章
と
な
り
」
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
①
冒
彗
ぎ
N
鼻
河
2
∫
。
ワ
鼻
・
図
醤
く
囲
・
爲
9

　
②
ぎ
葬
お
ゲ

③
曇
斜
H
。
。
H
一
お
b
。
・
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
彼
の
草
案
の
第
七
一
＋
条
に
収

　
　
め
ら
れ
て
い
る
。

④
警
一
側
●
誌
b
σ
・

⑤
こ
の
規
定
は
彼
の
草
案
第
＋
三
条
。

⑥
こ
わ
ら
の
蝿
…
定
は
、
彼
【
の
草
案
篇
門
三
十
四
－
三
十
七
条
に
あ
る
。

⑦
〉
三
p
乙
”
賢
。
。
三
湯
・
＜
・
嶺
O
・
団
琴
ぼ
N
㌃
三
3
ミ
．

⑧
彼
の
人
権
宣
言
草
案
に
は
テ
ク
ス
ト
に
よ
り
条
項
の
数
に
若
ヂ
の
差
異
が

　
あ
る
。
こ
玉
で
は
、
切
篇
。
び
o
N
の
引
朋
す
る
も
の
に
よ
っ
た
。
（
翻
蓉
ず
①
き

　
首
鍔
．
O
◎
◎
～
ゆ
圃
）
。
な
お
ψ
雲
・
p
ひ
〉
一
）
o
。
毒
6
員
ρ
q
Q
Q
信
民
く
醸
。
剛
二
茜

　
同
お
⇔
o
プ
拶
。
＜
o
一
三
ぴ
罫
（
ぢ
口
げ
．
℃
・
轟
O
一
お
A
●
参
照
。

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
藁
命
と
人
傭
椎
ゐ
且
砿
費
（
晶
剛
…
川
）

⑨
＞
a
p
乱
”
頃
聾
。
舛
。
℃
o
一
団
帥
5
器
．
口
Φ
ゲ
ー
ゆ
り
四

⑩
ア
ラ
ン
グ
リ
は
・
ベ
ス
ピ
皿
ー
ル
の
こ
の
傾
向
を
、
社
会
主
義
と
い
う
よ

　
弓
も
、
も
・
o
一
に
9
瓜
ψ
彰
。
だ
と
む
て
、
オ
ー
ラ
ー
ル
に
反
対
し
て
い
る
。

　
（
≧
曾
婆
ざ
£
）
．
甑
齢
’
黎
藤
．
コ
。
需
．
b
o
）

⑳
・
憲
法
第
十
三
章
。

⑨
甘
謹
話
噂
。
ワ
a
峠
・
＜
⇒
囲
・
H
鱒
O
i
お
回
●

⑬
間
ぴ
5
這
b
。
●

⑭
d
。
巴
p
呂
3
欝
。
ワ
9
『
霧
○
。
巳

⑮
〉
巳
霞
命
頃
圃
い
8
一
お
宮
圏
一
管
の
痛
p
鱒
露
．

四
　
モ
ン
タ
ニ
ャ
書
ル
の
人
擁
宣
醤

　
と
こ
ろ
で
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
人
権
宣
言
草
案
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
そ
の
他
の
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
反
駁
を
う
け
つ
つ
亀
、
五
月
二
十

九
爵
の
会
議
で
一
応
修
正
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
起

つ
た
五
月
三
十
一
欝
、
六
月
工
研
の
叢
・
命
に
よ
っ
て
、
ジ
ロ
ン
グ
ン

の
指
導
者
の
多
数
が
国
民
公
会
か
ら
追
放
さ
れ
、
ジ
ロ
ン
グ
ン
が
完

全
に
政
権
を
喪
失
し
た
た
め
に
、
宣
言
は
公
布
さ
れ
る
こ
と
な
く
流

産
し
て
し
ま
っ
た
。
新
ら
し
く
政
権
を
握
っ
た
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
は
、

そ
の
地
位
を
確
保
す
る
た
め
に
、
と
く
に
多
数
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宜
言
（
前
川
）

地
方
逃
亡
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
拡
が
っ
た
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
的
反
革
命
運
動
で
あ
る
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
獄
山
騨
鎮
凶
。
。
お
し
・
の

反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
急
速
に
新
ら
し
い
憲
法
を
制
定
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
エ
ロ
。
デ
・
セ
シ
ェ
ル
を
中
心
と

す
る
新
憲
法
委
員
会
は
、
公
安
委
員
会
の
指
令
に
基
ず
き
、
六
日
闇

で
草
案
を
起
＋
早
し
、
六
m
月
十
口
に
は
国
民
縛
公
A
四
に
提
出
し
、
■
二
十
四

a
に
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
憲
法
i
そ
れ
は
九
三
年
の
憲
法
、
或
い

は
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
憲
法
と
よ
ば
れ
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
最
も
異
主
的
な
も
の
と
い
わ
れ
る
一
の
薗
に
も
ま
た
、
三
十
五

条
か
ら
な
る
人
権
宣
言
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー

ル
人
権
長
言
は
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
や
ロ
ベ
ス
ピ
ェ
ト
ル
の
そ
れ
と
く
ら

べ
て
、
ど
の
よ
う
な
特
色
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
宣
言
は
、
さ
き
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
も
の

と
大
差
な
く
、
そ
の
形
式
に
す
こ
し
変
化
が
あ
り
、
若
干
民
主
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

れ
て
い
る
が
、
根
本
で
は
同
～
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
宣
言
の
五
、

八
、
十
二
、
十
冨
一
、
十
四
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、

二
十
一
、
二
十
四
、
一
一
十
五
、
二
十
八
の
各
条
は
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の

九
、
十
、
十
二
、
十
四
、
十
六
、
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

二
十
二
、
工
十
四
、
二
十
九
、
二
十
七
、
三
十
三
の
各
条
と
全
く
同

じ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
両
宣
言
の
間
に
は
、
若
干
の
注
目
す
べ
き
差
異
も
存
し

た
。
例
え
ば
、
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
宣
言
が
ほ
と
ん
ど
雨
樋
ら
し
い
も
の

を
も
た
な
い
の
に
反
し
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
そ
れ
は
、
八
九
年
の

前
文
と
類
似
し
た
前
文
を
も
ち
、
　
「
最
高
存
在
の
前
で
…
」
と
、
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

教
的
荘
重
さ
を
誓
わ
せ
て
い
る
。
前
者
が
第
一
条
で
基
本
的
人
権
を

洌
挙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
ま
ず
「
社
会
の
目
的
は
共
同
の

幸
福
ご
9
旨
璽
片
0
9
員
逸
玉
⇔
で
あ
る
」
と
し
て
、
個
人
主
義
的
傾
向

よ
り
は
、
い
く
ぶ
ん
社
会
主
義
的
色
彩
を
強
く
旨
し
て
い
る
。
こ
の

原
則
は
後
に
バ
ブ
ー
フ
主
義
の
公
式
と
な
る
。
そ
し
て
人
間
の
自
然

権
と
し
て
、
　
「
平
等
、
自
由
㍉
安
全
、
所
有
権
」
を
あ
げ
（
第
二
条
）
、

自
由
よ
り
も
平
等
を
先
に
お
い
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に

前
者
に
は
妨
僕
鳥
。
ヨ
霧
江
。
搾
傷
に
関
す
る
規
定
が
な
い
の
に
対
し
、

後
者
で
は
、
そ
れ
を
明
膚
に
否
認
し
て
い
る
（
第
＋
八
条
）
。

　
し
か
し
、
最
も
注
冠
す
べ
き
点
は
反
抗
権
に
罪
し
て
で
あ
る
。
ジ

ロ
ン
ダ
ン
宣
雷
が
、
圧
政
に
対
す
る
反
抗
を
人
間
の
自
然
権
と
認
め

な
が
ら
も
、
い
わ
ば
合
法
的
な
手
下
に
よ
る
反
抗
し
か
容
認
し
な
か

（18）



つ
た
の
に
対
し
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
宣
言
は
、
こ
の
権
利
を
自
然
権

と
し
て
列
挙
は
せ
ず
、
　
「
人
間
の
他
の
諸
権
利
の
一
篇
果
」
で
あ
る

（
三
＋
三
条
）
と
し
つ
つ
も
、
　
「
社
会
の
一
員
が
抑
圧
さ
れ
た
時
、
ま

た
社
会
体
が
抑
圧
さ
れ
た
時
は
圧
政
で
あ
る
」
（
三
＋
四
粂
）
と
し
、

さ
ら
に
「
政
府
が
人
民
の
諸
権
利
を
侵
害
し
た
時
に
は
、
暴
動
高
聴

応
護
o
o
覧
。
⇔
は
、
人
民
に
と
っ
て
、
最
も
神
聖
な
権
利
で
あ
り
、
最

も
不
可
欠
な
義
務
で
あ
る
」
（
三
＋
五
条
）
と
し
、
反
抗
権
を
大
魚
に

許
容
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
暴
動
を
も
神
聖
化
し
、
人
開
の
義
務

と
さ
え
し
て
い
る
。
十
三
く
こ
れ
は
、
直
接
に
は
五
月
三
十
一
矯
と

六
月
二
田
の
革
命
を
正
当
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
救
貧
お
よ
び
労
働
の
権
利
に
つ
い
て
・
も
、
両
者
に
差
異
が
み
ら
れ

る
。
ジ
ロ
ン
ダ
ン
嘗
］
言
で
は
、
　
「
公
け
の
救
済
は
社
会
の
神
聖
な
負

債
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
と
適
用
と
は
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」

（
二
＋
㎎
条
）
と
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
モ
ン
三
層
ヤ
ー
ル
宣
言

ぞ
は
、
「
社
会
は
、
不
幸
な
市
議
に
対
し
て
、
仕
事
を
与
え
て
や
る
、

か
、
或
い
は
、
働
け
な
い
も
の
に
対
し
て
は
、
生
活
手
段
を
確
保
し

て
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
の
糧
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
　
（
二

十
一
条
）
と
し
て
、
明
ら
か
に
労
働
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。
す
で

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
権
寛
嘗
（
穣
規
）

に
の
べ
た
よ
・
り
に
、
労
働
の
権
利
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
心
且
量
黒
早
案

に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
（
第
＋
一
条
）
で
あ
り
、
　
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル

の
抱
く
社
会
主
義
，
的
政
策
の
一
面
を
禾
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
集

会
（
第
七
粂
）
、
請
願
（
第
三
十
二
条
）
の
権
利
や
、
行
政
官
の
過
失
を

罰
す
る
規
定
（
第
三
＋
一
条
）
な
ど
も
注
園
す
べ
き
条
項
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
宣
言
の
基
本
－
的
牲
篠
は
そ
の
所
有
権

に
闘
脚
す
る
規
定
に
み
ζ
り
れ
る
。
｝
散
有
権
は
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
四
丁
戯
口

で
は
、
第
十
六
一
十
九
条
の
畜
力
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
ジ
ロ
ン
グ
ン
宣
言
の
条
項
（
第
＋
八
一
二
＋
一
条
）
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
る
。
獄
ベ
ス
ピ
ェ
ー
ル
が
強
調
し
た
所
有
権
の
制
限
や
累

r
進
課
税
の
原
則
は
、
モ
ン
ク
ニ
距
、
ー
ル
宣
言
に
は
金
然
あ
ら
わ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
極
め
て
注
訂
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
モ
ン
記
聞
ヤ

ー
ル
の
宜
書
が
ジ
・
ン
ダ
ン
の
そ
れ
よ
り
も
、
社
会
主
義
的
色
彩
を

お
び
て
い
る
こ
と
は
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
所
有

権
に
関
す
る
限
り
両
者
の
規
定
が
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
両
者

の
対
立
が
決
し
て
本
質
的
に
は
階
級
対
立
で
は
な
く
、
同
一
階
級

（
革
命
的
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
）
・
内
で
の
党
派
的
対
立
に
す
ぎ
な
い
こ

と
を
実
証
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
両
者
は
と
も
に
所
有
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
権
宣
露
（
箭
川
）

神
聖
不
可
侵
な
権
利
と
考
え
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
個
入
主
義
的
理
念
に
立

脚
し
、
決
し
て
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
的
等
等
に
立
つ
社
会
改
革
を

意
図
し
て
は
い
な
い
。
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
社
会
主
義
的
傾
向
は
、

極
書
す
れ
ば
、
社
会
政
策
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
む
ろ
ん
、
九
三

年
の
六
月
以
後
の
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
支
配
に
お
い
て
は
、
自
由
な

個
入
主
義
的
原
理
に
背
反
す
る
諸
法
律
、
い
わ
ゆ
る
革
命
法
♂
詳

獄
く
。
ξ
篤
9
影
臥
お
。
。
一
例
え
ば
國
蒙
総
言
言
法
、
嫌
疑
者
法
、
最
高

価
格
令
な
ど
一
が
多
く
公
布
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
董
・

命
法
が
、
決
し
て
モ
ン
タ
ニ
ャ
…
ル
の
自
発
的
積
極
的
な
意
図
に
よ

っ
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
内
外
の
事
態
の
危
機
に
の
ぞ
ん
で
、

昆
衆
の
要
求
と
実
力
と
に
お
さ
れ
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
政
権
（
国
民

公
会
や
公
安
委
員
会
）
が
、
不
本
意
な
が
ら
公
布
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
こ
と
は
、
革
命
政
治
σ
q
o
¢
＜
o
旨
2
羅
①
芸
道
く
。
窪
二
陣
9
白
豆
お
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

展
開
、
こ
れ
ら
の
諸
革
命
法
の
成
立
過
程
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
人
権
宣
言
は
、
そ
の
憲
法

と
と
も
に
、
　
「
未
来
に
対
す
る
斑
主
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
同

時
に
、
と
く
に
現
実
の
事
態
に
応
ず
る
た
め
の
、
内
乱
を
阻
止
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
め
の
応
急
新
劇
要
物
で
あ
っ
た
し
。
そ
れ
は
所
有
権
に
何
ら
の
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

限
を
附
し
て
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ェ
ヂ
ラ
夢
ス
ト
反
草
命
運
動

の
・
中
心
勢
力
で
あ
る
地
方
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
安
心
を
与
え
る
と
と
「

も
に
、
パ
リ
の
民
衆
に
は
労
働
権
、
反
抗
（
暴
動
）
権
、
　
「
共
同
の

幸
福
」
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
ら
の
支
持
を
え
、
新
ら
し

く
成
立
し
た
ば
か
り
の
政
権
を
確
保
し
よ
う
と
音
心
足
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
①
〉
巳
p
乙
”
詳
論
。
搾
の
勺
。
一
詮
議
虐
ρ
。
。
O
診

　
②
ぴ
同
自
・
ω
O
伊

　
③
し
か
し
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
人
権
宣
嘗
の
前
丈
で
、
　
「
入
民
の
攣
福
」
が

　
　
憲
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

　
④
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
独
裁
の
問
題
」
（
京
大

　
　
入
軽
科
単
研
究
所
紀
要
第
七
冊
・
＋
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
・
昭
和
二
＋
七
年

　
　
三
耳
）
を
参
照
。

　
⑤
》
巳
碧
島
三
章
叢
。
ぼ
①
℃
。
ぼ
圃
金
ρ
c
。
O
◎
Q
・

五
　
　
一
七
九
五
年
の
人
権
宣
言

　
一
七
九
三
年
六
月
、
入
権
宣
言
と
と
も
に
国
民
公
会
で
可
決
さ
れ

た
新
憲
法
は
、
そ
の
後
各
地
で
人
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
八

月
十
日
の
記
念
属
に
パ
リ
で
盛
大
な
記
念
祝
祭
が
行
わ
れ
た
。
し
か

（20）



し
憲
法
制
定
と
同
時
に
当
然
解
散
す
べ
き
國
民
公
会
は
、
こ
の
欝
に

非
解
散
を
決
議
し
、
新
憲
法
の
実
際
的
適
層
を
延
期
し
た
。
そ
し
て

こ
の
「
憲
法
に
よ
ら
な
い
政
治
」
、
い
わ
ゆ
る
革
命
政
治
は
、
十
月

十
口
の
法
令
に
よ
つ
・
て
公
式
に
宣
言
さ
れ
、
シ
ラ
ン
．
ス
は
一
種
の
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

命
独
裁
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
今
ま
で
の
諸
人
権
宜
言
に
規
定
さ

れ
た
個
人
の
諸
権
利
、
諸
自
由
は
、
極
端
に
制
限
さ
れ
、
身
体
の
安

全
・
も
脅
か
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
テ
ル
ー
ル
が
屡
開
さ
れ
た
。
何
故
（
ま

た
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
革
命
独
裁
が
行
わ
れ
た
か
、
そ
の
本
質

は
何
で
あ
る
か
な
ど
の
問
題
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
が
、
国
昆
公
会
、

次
い
で
公
安
委
員
会
の
独
裁
は
、
つ
い
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
個
人

的
独
裁
に
ま
で
進
展
し
た
。
か
つ
て
は
み
ず
か
ら
の
人
権
宣
言
草
案

を
起
草
し
た
そ
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
、
そ
の
宣
言
の
原
則
を
否
定

す
る
政
治
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
フ
ラ
ン
ス
輩
命

の
急
激
な
展
開
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　
皿
ベ
ス
ピ
ェ
ー
ル
の
独
裁
は
、
一
七
九
四
年
七
月
二
十
七
欝
（
テ

ル
ミ
ド
ー
ル
．
h
、
冨
毒
箆
霞
九
凪
）
に
崩
壊
し
、
い
わ
ゆ
る
反
動
的

．
な
テ
ル
ミ
ド
リ
ア
ン
の
支
配
が
始
ま
り
、
書
巻
政
治
機
構
は
次
々
と

解
体
し
て
い
っ
た
。
い
ま
ま
で
翻
圧
さ
れ
て
い
た
反
革
命
諸
勢
力

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
輩
命
と
人
梅
宣
震
（
前
耀
）

i
…
反
動
的
ブ
ル
ジ
ョ
．
ワ
ジ
ー
、
王
党
派
凸
僧
侶
i
が
蓬
頭
し
、

反
面
、
新
ら
し
く
追
放
さ
れ
た
ジ
ァ
コ
バ
ン
は
異
衆
と
結
合
し
て
暴

動
を
起
し
、
政
局
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。
不
安
定
な
事
態
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
テ
ル
ミ
ド
リ
ア
ン
国
民
公
ム
調
は
、
一
七
九
五
，

年
八
月
二
十
二
日
新
ら
し
い
憲
法
を
制
定
し
た
。
こ
れ
が
革
命
暦
第

三
年
の
憲
法
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
起
草
者
で
あ
る
テ
ル

ミ
ド
リ
ア
ン
共
和
主
義
者
と
立
憲
君
主
主
義
者
た
ち
を
指
導
し
た
も

の
は
「
民
主
敷
へ
の
道
を
阻
止
す
る
と
嗣
時
に
、
か
つ
て
の
よ
う
な
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

裁
の
出
現
を
予
防
す
る
し
二
つ
の
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
憲

泓
の
前
に
竜
入
権
宣
言
、
詳
し
く
は
、
　
「
人
闇
と
市
民
の
権
利
と
義

務
の
宣
…
葺
O
野
良
ひ
寝
暮
凶
O
昏
伽
錺
傷
N
O
凶
誘
巽
畠
窃
畠
。
＜
○
一
戦
伽
①
一
．
7
0
諺
旨
。

蝕
伽
ρ
O
凶
8
節
義
」
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
嘗
三
爵
は
権
利
に
関
す
る
二
十
二
条
と
義
務
に
…
闘
す
る
九
条
か

ら
な
る
が
、
前
者
は
八
九
年
の
宣
言
と
類
似
し
、
蒔
に
は
丈
字
通
り

の
再
現
そ
の
も
の
も
あ
る
。
オ
ー
ラ
ー
ル
は
、
こ
の
権
利
宣
言
が
、

八
九
年
よ
り
q
も
　
「
よ
り
多
く
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
’
る
柑
か
、
　
よ
h
り
ふ
9
く
轟
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

民
主
的
　
ヨ
○
凶
毒
念
ヨ
○
嚢
暮
β
戸
δ
だ
」
　
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
宣

言
を
、
さ
き
の
モ
ン
タ
ユ
ヤ
ー
ル
宣
…
冨
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

（21）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
二
酉
と
人
権
宜
嘗
（
前
飛
）

の
大
き
い
の
に
爵
ろ
く
。
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
宣
言
の
中
に
あ
げ
ら
れ
て

い
た
数
々
の
入
間
の
諸
権
利
は
、
こ
こ
で
は
著
し
く
減
少
し
、
　
「
自

由
、
平
等
、
安
全
、
所
有
権
の
四
つ
が
、
社
会
に
お
け
る
人
闘
の
権

利
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
（
第
一
条
）
て
い
、
る
に
す
ぎ
な
い
。
思
想
、

癩
版
、
信
仰
、
営
業
な
ど
の
自
由
の
規
定
は
、
す
べ
て
憲
法
の
最
終

の
章
、
　
「
一
般
的
規
定
鳥
貯
℃
O
。
・
凶
諏
O
諺
σ
q
④
冒
騨
巳
①
。
。
し
の
堵
に
い
れ
ら

れ
て
、
宣
言
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
以
前
の
諸
宣
言
に

あ
っ
て
、
こ
の
宣
言
に
な
い
主
要
な
規
定
は
、
　
「
社
会
の
目
的
」
、

「
入
闇
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
平
等
で
あ
る
鼠
、
　
「
碑
僕

身
分
の
否
認
篇
、
　
「
救
貧
」
、
　
「
教
育
」
、
「
栄
働
の
権
利
」
な
ど
で
、

と
く
に
反
抗
権
の
規
定
が
金
然
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
注

目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
鰍
ハ
味
あ
る
の
は
、
　
「
法
律
は
、
市
昆

ま
た
は
そ
の
代
表
の
多
数
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
一
般
意
志
で
あ

る
」
（
第
六
条
）
と
し
て
、
一
般
意
志
の
濫
用
を
お
そ
れ
、
そ
れ
に
制

約
を
つ
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
反
抗
権
の
欠
如
と
こ
の
制
約
と
は
、

下
か
ら
の
反
政
府
運
動
を
恐
れ
た
テ
ル
ミ
ド
リ
ア
ン
の
意
図
を
端
的

に
示
し
た
も
の
で
．
あ
ろ
う
。

　
こ
の
宣
言
が
、
と
く
に
平
等
を
ば
「
法
律
が
す
べ
て
の
人
に
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
郷

て
同
一
で
あ
る
こ
と
」
（
第
三
条
）
と
だ
け
規
定
し
、
自
由
の
一
種
の

属
性
と
化
し
た
こ
と
、
従
っ
て
、
国
家
の
機
能
が
、
こ
の
自
由
を
保

証
し
、
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
、
市
民
の

一
部
を
他
の
も
の
、
と
く
に
富
者
に
従
属
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
こ

④と
、
屯
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
九
五
年
の
人
権
宣
言
で
最
も
特
色
の
あ
る
の
は
、
義
務

宣
言
を
附
加
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
テ
ル
ミ
ド
リ
ア
ン
は
反
抗
、
暴

動
を
極
度
に
恐
れ
、
人
間
の
義
務
を
規
定
し
た
「
道
徳
的
説
教
し
を

宣
明
し
た
。
こ
の
義
務
宣
雷
が
い
か
に
道
徳
的
説
教
に
す
ぎ
な
い
竜

の
で
あ
る
か
は
、
各
条
を
よ
め
ば
直
ち
に
明
ら
か
に
な
る
。
第
ご
粂

は
、
実
用
的
価
値
の
な
い
自
明
の
事
で
あ
り
、
第
二
条
は
倫
理
の
原

則
で
あ
り
、
第
四
条
は
、
無
用
な
電
の
で
あ
P
、
第
六
。
七
条
は
余

り
に
竜
素
朴
で
あ
り
、
第
八
条
も
そ
れ
自
体
と
し
て
は
無
意
味
な
も

の
で
あ
る
。
当
時
若
干
の
効
果
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
祖
国
へ
の
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
・

を
強
調
す
る
第
九
条
の
み
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
こ
の
よ
う
な
義

務
宣
言
の
存
在
そ
の
も
の
こ
そ
、
　
「
人
聞
の
善
性
と
不
可
器
性
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
的
ド
ク
マ
に
対
す
る
抗
議
で
周
り
」
、
ひ
た
す
ら

社
会
の
安
定
を
出
し
た
テ
ル
ミ
ド
リ
ア
ン
の
、
　
「
市
民
生
活
の
た
め

（22）



の
教
義
問
答
」
に
他
な
ら
な
い
。

①
革
命
独
裁
と
し
て
の
糞
命
政
治
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

　
湘
胡
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
独
裁
の
闘
ド
題
」
誘
電
…
。

②
H
b
出
9
叢
ρ
い
＄
笹
。
コ
冒
二
q
o
訟
。
諺
燭
目
逡
●

③
〉
巳
錠
斜
霞
無
。
搾
Φ
葱
二
一
莞
Φ
。
窃
＄
．

④
い
・
h
g
護
ρ
。
℃
●
。
デ
峯
9

⑤
d
①
・
・
一
碧
費
9
。
や
。
凶
7
b
。
8
●

⑥
〉
三
戸
（
γ
o
勺
・
島
『
q
“
9

む
　
　
す
　
　
び

衝
掲

　
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
、
九
三
年
の
三
つ
の
入
権
宣
言
お
よ
び

九
五
年
の
権
利
義
務
宣
㎜
習
の
、
五
つ
の
宣
言
の
簡
単
な
考
察
か
ら
し

て
結
論
し
う
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
表
現
に
お
い

て
は
、
類
似
の
、
　
一
見
極
め
て
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
の
内
容
、
規
定
の
仕
方
、
取
上
ら
れ
た
条
項

や
削
除
さ
れ
た
燦
項
、
あ
る
い
は
、
配
列
の
順
序
、
力
点
の
お
き
方

な
ど
か
ら
み
て
、
宣
言
の
起
草
発
布
さ
れ
た
当
時
の
歴
蟻
壁
状
況
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
諸
段
階
、
宣
言
起
草
者
の
階
級
的
立
場
、
そ
の
政

治
理
想
な
い
し
は
社
会
思
想
を
、
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
、
明
確
に
露

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
輩
・
命
と
入
静
権
脚
鼠
蟹
向
（
箭
斑
）

呈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
、
バ
ス
チ
ィ
ー

ユ
占
領
（
八
九
年
七
月
＋
四
日
）
、
．
王
権
の
停
止
（
九
二
年
八
月
＋
口
）
、

ジ
・
ン
ダ
ン
没
落
（
九
三
年
六
月
二
日
）
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
反
動
（
九
四

年
七
月
二
＋
九
臼
）
の
諸
事
件
に
よ
っ
て
区
分
し
う
る
と
す
れ
ば
、
上

述
の
宣
言
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
諸
蒔
期
の
歴
愛
的
状
況
を
反
映

し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
で
最
も
興
味
が
あ
る
の
は
、
九

三
年
の
ジ
ロ
ン
グ
ン
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
三

つ
の
人
権
宣
言
で
あ
ろ
う
。

　
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
九
三
年
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
人
権
宣
言

と
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
若
干
の
差
異
、
例
え
ば

後
者
が
社
会
民
主
主
義
的
な
傾
向
を
も
つ
条
項
を
若
干
ふ
く
ま
せ
、

民
衆
の
要
求
に
あ
る
程
度
答
え
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
に
し
て
も
、

両
者
が
所
有
権
の
規
定
に
お
い
て
、
同
一
ぞ
あ
り
、
そ
れ
に
な
ん
ら

の
制
限
を
設
け
ず
、
そ
れ
を
「
神
聖
に
し
て
不
可
侵
な
権
利
」
と
み

な
し
て
い
る
点
、
全
く
八
九
年
の
宣
言
（
第
＋
七
条
）
以
来
の
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
的
所
有
権
の
理
念
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ

に
は
、
本
質
的
な
階
…
級
対
立
は
み
ら
れ
な
い
。
ジ
ロ
ン
ダ
ン
と
モ
ン

タ
ニ
ャ
ー
ル
の
対
立
を
、
マ
テ
ィ
エ
ー
ズ
竃
雪
笹
。
N
の
よ
う
に
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
綴
宜
欝
（
前
川
）

　
　
　
　
　
　
①

級
対
立
と
み
る
か
、
ゲ
ラ
ン
G
器
瓢
霞
の
よ
う
に
、
同
一
階
級
（
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

命
的
ブ
ル
ジ
．
ワ
ジ
i
）
の
中
の
党
派
的
対
立
と
み
る
か
、
は
直
ち
、

に
断
定
し
え
な
い
が
、
す
く
な
ぐ
と
屯
、
人
権
宣
言
に
関
す
る
限
り

に
お
い
て
は
、
ゲ
ラ
ン
の
見
解
が
妥
当
す
る
と
笑
わ
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
こ
と
は
、
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
宣
言
と
と
も
に
制
定
さ
れ
た
党
輩
法

が
、
民
衆
の
前
衛
麟
≦
彰
？
ぴ
q
鴛
餌
。
℃
o
℃
三
〔
脅
㊦
で
あ
る
ア
ン
ラ
ー
ジ

ェ
野
壁
面
甜
の
一
派
に
よ
っ
て
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
性
格
を
痛

烈
に
非
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
考
え
あ
わ
す
と
き
に
は
、
蔦
溜
は

つ
き
り
す
る
。
ア
ン
ラ
ー
ジ
ェ
の
代
表
的
人
物
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ー

｝
蓉
強
鋭
刃
。
轟
は
こ
う
叫
ん
で
い
る
。
　
「
草
命
の
四
年
闇
で
利
益

を
え
た
の
は
金
持
ち
だ
け
だ
。
欺
詐
師
ど
も
の
財
産
が
、
人
命
よ
り

も
神
聖
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
局
は
武
力
を
自
由
に
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
に
、
ど
う
し
て
、
生
活
物
資
を
微
発
し
な
い
の
か
。
立
法

者
（
議
員
）
た
ち
は
、
戦
争
を
宣
言
す
る
、
す
な
わ
ち
人
閥
を
殺
す

権
利
を
も
つ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
家
庭
を
守
る
人
女
（
民
衆
）

を
抑
圧
し
た
り
、
飢
え
さ
せ
た
り
す
る
の
を
妨
げ
る
権
利
を
も
た
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
商
業
の
自
由
と
は
暴
政
を
行
う
権
利
で
は
断
じ
て

　
　
③

な
い
…
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
そ
れ
で
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
宣
言
草
案
に
み
ら
れ
る
所
有
権

の
制
限
、
累
進
課
税
の
原
則
、
労
働
の
権
利
の
主
張
や
、
モ
ン
タ
ニ

ャ
ー
ル
宣
言
の
社
会
政
策
的
な
規
定
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
オ
ー
ラ
ー
ル
の
よ
う
に
、
単
に
ジ
ロ
ン
ダ
ン
に
反
対
す
る
た
め

の
、
．
表
象
的
な
政
治
戦
術
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
一

つ
の
戦
術
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
、
そ
の
よ

う
な
戦
術
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
ョ
レ
ス
は
こ
の
間
の

事
情
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
　
「
破
（
狐
ベ
ス
ピ
ェ
ー
ル
）

は
、
政
治
的
に
い
え
ば
、
ジ
ロ
ン
グ
ン
の
裏
切
り
的
無
気
力
が
革
命

を
失
わ
し
め
る
故
に
、
ジ
・
ン
グ
ン
を
排
除
す
る
の
に
無
産
者
を
必

要
と
す
る
こ
と
を
、
よ
く
知
っ
て
い
た
。
民
衆
の
た
め
に
、
た
ん
に

政
治
的
権
利
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
確
保
を
要
求
す
る
活
動
的
で
粗

野
な
党
派
が
、
自
己
の
左
翼
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
を
み
た
。
彼
は
、

そ
の
所
有
権
の
洪
式
に
よ
っ
て
、
こ
の
民
衆
的
な
無
産
階
級
の
力
を
、

革
命
的
権
利
に
決
定
的
に
総
藻
化
し
よ
う
と
試
み
た
。
彼
は
こ
の
力

の
未
来
の
発
展
を
予
測
も
予
感
竜
し
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
、
こ

の
未
来
の
暗
い
運
命
（
無
産
階
級
）
が
、
革
命
に
お
い
て
、
そ
の
法

律
的
法
式
を
竜
つ
こ
と
を
歓
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
彼
の

（　2tl　）



所
有
権
の
定
義
は
、
革
命
的
賃
金
と
し
て
無
産
階
級
に
支
払
わ
れ
た

一
種
の
革
命
的
内
金
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
直
接
的
努
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
④

引
き
か
え
る
、
未
来
の
信
用
の
申
禺
で
あ
っ
た
。
」

　
こ
の
ジ
ョ
レ
ス
の
解
釈
は
す
ば
ら
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
指
導

し
た
も
の
は
確
か
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
革
命
の

敵
に
対
し
て
、
真
に
革
命
を
推
進
し
た
も
の
は
、
民
衆
の
力
で
あ
っ

た
。
八
九
年
七
月
十
四
日
、
九
二
年
八
月
十
撰
の
事
件
の
よ
う
に
真

に
革
命
的
な
事
件
は
、
下
か
ら
の
民
衆
の
カ
に
よ
つ
て
の
み
は
じ
め

て
遂
行
さ
れ
え
た
。
九
三
年
の
初
頭
以
来
、
敗
戦
と
経
済
危
機
ー
ー

物
価
高
と
食
糧
難
一
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
運
動
は
活
発
に
な
り

つ
つ
あ
っ
た
。
ジ
ロ
ン
ダ
ン
対
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
抗
争
の
勝
敗
は
、

こ
の
民
衆
の
ヵ
を
利
用
し
う
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
た
。
民
衆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

本
能
的
な
嫌
悪
を
い
だ
い
て
い
た
ジ
ロ
ン
グ
ン
で
は
な
く
、
・
本
来
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
小
市
民
そ
の
他
の
民
衆
の
利
害
を

代
表
す
る
モ
ン
タ
一
一
ヤ
ー
ル
が
、
ジ
・
ン
グ
ン
打
倒
の
た
め
に
、
こ

の
力
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
の
勝
利
が
あ
っ
た
。
六
月
二
日

の
革
命
は
ま
さ
に
そ
れ
を
実
証
し
た
．
人
権
宣
言
の
討
論
も
、
ひ
つ

・
き
よ
う
、
こ
の
ジ
ロ
ン
ダ
ン
対
モ
ン
タ
篇
ヤ
ー
ル
の
政
権
抗
争
の
｝

　
　
　
　
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
綴
宣
欝
（
衝
鋸
）

勧
で
あ
9
、
・
ベ
ス
ピ
ェ
ー
ル
の
草
案
も
、
こ
の
民
衆
の
力
を
利
用

す
る
た
め
の
約
束
手
形
で
あ
9
、
そ
こ
に
彼
の
す
ぐ
れ
た
「
戦
術
」
、

が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
六
月
二
日
の
革
命
に
よ

っ
て
政
権
を
え
た
モ
ン
タ
ユ
ヤ
ー
ル
が
、
本
来
の
階
級
的
本
質
に
帰

り
、
こ
の
約
束
手
形
の
一
部
分
し
か
支
払
わ
な
か
っ
た
の
も
、
当
然

で
あ
ろ
う
。
い
な
そ
れ
所
か
、
六
月
以
降
の
民
衆
の
運
動
が
、
過
激

化
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
を
抑
圧
す
る
方
向
－
独
裁
一
に
奮
み
、

つ
い
に
憲
法
適
用
の
停
止
に
よ
っ
て
、
約
束
の
一
部
分
を
も
支
払
う

こ
と
を
や
め
た
こ
と
は
、
は
っ
き
り
と
自
己
の
革
命
行
動
の
限
界
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
人
権
雷
説
．
肖
が
、
ロ
ー
、
ヘ
ス
ピ
ェ
…
ル
の
そ

れ
を
除
い
て
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
す
べ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
性
格
の

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
…
・
そ
れ
が
作
ら
れ
た
歴
動
的
状
況
に
よ
っ
て

多
少
の
「
…
ユ
．
ア
ン
ス
は
あ
る
に
し
て
も
、
！
i
は
、
以
上
の
考
察
よ

り
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
古
く
マ
ル
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

が
「
ユ
ダ
ヤ
人
闇
題
に
よ
せ
て
－
一
の
中
で
、
人
権
宣
言
に
お
け
る
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヨ
リ

の
権
刹
と
は
、
ひ
っ
き
ょ
う
「
市
民
社
会
の
成
員
の
、
共
同
体
と
は

分
離
さ
れ
た
、
利
己
的
人
間
し
の
権
利
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
鋭
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五

（25）



　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
寛
言
（
萬
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
ぞ
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
同
じ
く
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
入
権
宣
言
で
あ
る
に
せ
よ
、
十

七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
嘗
三
…
簡
や
十
八
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
諸
宣

雷
と
く
ら
べ
る
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
そ
れ
が
、
は
る
か
に
重
要

な
世
界
史
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
諸
宣
言
に
み
ら
れ
る
人
聞
の
権
利
に
は
、
窮
局

に
お
い
て
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
の
権
利
と
い
う
制
約
を
竜
つ
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
来
の
数

々
の
権
利
に
関
す
る
宣
書
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
記
聞
の
権
利
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
老
農
法
に
よ
っ
て
既
に
存
在
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
享
有

し
て
い
た
権
利
で
あ
っ
て
、
嘗
三
　
口
は
、
時
々
の
特
別
の
原
因
に
よ
っ

て
、
こ
の
権
利
を
確
認
し
解
釈
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
は

新
ら
し
い
権
利
や
疲
塩
草
権
が
承
認
さ
れ
た
の
で
は
な
岬
・
要

す
る
に
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、
自
然
権
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
「
イ

ギ
リ
ス
人
の
」
と
い
う
限
定
が
あ
り
、
決
し
て
普
遍
的
性
格
の
も
の

で
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
独
立
に
際
し
て
臥
せ
ら
れ
た
諸
権
利

官
三
霞
は
、
個
人
が
国
家
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
権
利
主
体
と
な
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

る
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
と
は
異
な
り
、
そ
の
自
然
的
性
質
に
お
い
て
、

権
利
主
体
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
　
「
普
遍

的
な
人
闇
の
権
利
」
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
応
確
認
．
ざ
れ
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
際
に
適
用
さ
れ
た
か
否
か
は
疑
問
で

あ
り
、
黒
人
は
奴
隷
と
し
て
こ
の
「
普
遍
的
人
間
」
か
ら
除
外
さ
れ
、

ま
た
各
州
の
最
初
の
憲
法
で
は
制
限
選
挙
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
く
ら
べ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
人
権
宣
言
は
、
　
「
国

民
的
」
制
約
を
こ
え
て
、
最
初
か
ら
普
遍
的
人
間
と
し
て
の
人
権
を

明
確
に
規
定
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
も
、
革
命
の
進

行
過
程
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宣
言
の
理
念
が
突
限
さ
れ
、
普
通
選

挙
と
農
民
主
権
（
共
和
政
）
が
行
わ
れ
た
。
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
は
、
革
命
の
進
行
と
と
も
に
、
人
権
と
し
て
の
自
由
よ
り
も
、

平
等
が
優
位
を
し
め
て
き
た
こ
と
は
、
宣
言
に
お
け
る
平
等
の
実
現

と
と
も
に
、
と
く
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
革
命
の
人
権
宣
習
の
竜
つ
世
界
史
的
重
要
性
は
、
実
は
こ
の

点
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
鑑
p
笹
δ
斜
ピ
ρ
閃
孚
。
ど
犠
。
導
嵩
・
禽
・

③
O
器
諏
P
ピ
p
一
三
【
0
3
色
霧
ψ
¢
。
，
・
，
o
器
ず
箕
①
彰
図
辞
。
岳
男
一
Ψ
剛
陣
鐘
。
・ （26）



　
目
曾
H
O
H
搾

③
蜜
耳
窯
。
き
い
p
＜
一
①
o
澤
・
。
醇
㎞
o
影
。
億
く
e
き
導
匂
・
8
凶
巳
m
O
塁
㌶
8
で

　
蒜
悶
冠
．
』
o
H
Φ
一
山
H
メ

④
甘
ξ
辞
”
o
℃
●
o
搾
く
自
周
●
H
回
メ

⑤
竃
ρ
陣
『
。
き
い
勲
拶
孚
。
一
具
剛
g
・
H
ゴ
翁
・

⑥
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
沖
蟻
集
湘
一
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
名
し
独
簡
裁
の
問
題
」
参

　
照
。

⑦
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
選
白
目
、
補
巻
第
四
［
巻
（
大
月
書
房
刊
）
。

⑨
前
掲
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
・
人
権
宣
雷
論
（
美
濃
部
訳
四
〇
頁
）
。

　
（
本
論
丈
は
昭
㎝
和
二
十
・
み
ハ
年
炭
田
部
省
営
滋
ず
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
　
一
部

　
　
で
あ
る
）
。

附
．
録剛

【
七
八
九
年
の
人
権
宜
器

（
入
聞
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
）

　
国
民
議
会
を
構
成
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
代
表
者
た
ち
ば
、
入
闘
の
諸
権
利

に
つ
い
て
の
無
知
、
無
視
あ
る
い
は
軽
蔑
が
、
公
共
の
不
幸
と
政
治
の
腐
敗
の

唯
一
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
老
え
、
荘
重
な
天
意
に
お
い
て
、
自
然
で
不
可
譲

な
、
入
間
の
諸
権
利
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の

宜
言
が
、
祉
会
体
の
全
成
員
に
つ
ね
に
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た

フ
ラ
ン
ス
輩
二
命
と
人
綴
宣
欝
（
前
川
）

え
ず
全
員
に
そ
の
権
利
と
義
務
と
を
思
い
出
さ
せ
る
た
め
に
で
あ
り
、
ま
た
立

法
権
と
執
行
権
と
の
行
使
が
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
欄
度
の
目
的
と
比
較
さ
れ
え
て
、

つ
ね
に
一
そ
う
尊
重
さ
れ
る
た
め
に
で
あ
り
、
ま
た
市
民
の
要
求
が
、
今
後
簡

単
で
異
論
の
な
い
諸
原
理
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
憲
法
の
維
持
と

万
人
の
幸
福
と
に
役
立
ち
5
る
た
め
に
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
国
艮
議
会
は
最
高
存
在
の
前
で
、
ま
た
そ
の
加
護
の
下
に
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
、
入
間
と
市
民
の
諸
権
利
を
承
認
し
寛
言
す
る
。

　
第
－
条
　
人
聞
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
、
自
由
で
権
利
に
お
い
て
平
等
で
あ

る
。
社
会
的
差
別
は
、
た
だ
共
同
の
た
め
に
の
み
基
づ
く
。

　
第
2
条
　
す
べ
て
の
政
治
的
結
合
の
目
的
は
、
入
闘
の
自
然
で
消
滅
す
る
こ

と
の
な
い
諸
権
利
の
維
持
に
あ
る
。
そ
の
諸
権
利
と
は
、
自
幽
、
所
頭
並
、
蜜

金
お
よ
び
圧
政
に
対
す
る
反
抗
で
あ
る
。

　
第
3
条
　
全
主
権
の
藻
礎
．
は
、
・
本
來
的
に
国
民
の
中
に
あ
る
。
い
か
な
る
三

体
、
い
か
な
る
個
人
竜
、
明
白
に
国
民
か
ら
出
な
い
権
威
を
行
使
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
第
4
条
　
自
由
と
は
、
他
人
を
害
し
な
い
す
べ
て
の
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
だ
か
ら
各
入
の
自
［
然
権
の
行
使
は
、
社
会
の
他
の
成
員
に
対
し
て
、
こ

の
同
じ
権
利
の
享
受
を
確
保
す
る
制
限
以
外
に
は
、
な
ん
の
制
限
も
も
た
な
い
。

こ
れ
ら
の
制
限
は
法
律
に
よ
る
以
外
は
決
瑳
し
え
な
い
。

　
舗
5
条
　
法
律
は
社
会
に
膚
蛇
興
な
行
為
の
み
を
禁
止
す
る
権
利
を
も
っ
て
い

る
。
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
な
い
行
為
は
す
べ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
し
、
ま
た

法
律
が
禽
じ
な
い
行
為
は
、
何
人
も
な
す
よ
う
に
強
翻
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。

二
七

（27）



フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
爵
且
辮
隣
（
前
川
）

　
第
6
条
　
法
律
は
一
般
意
志
の
表
現
で
あ
る
。
す
べ
て
の
市
民
は
み
つ
か
ら
、

ま
た
は
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
、
法
律
の
制
定
に
参
与
す
る
権
利
を
も
つ
て
い

る
。
法
律
は
保
護
す
る
も
の
で
あ
れ
、
罰
す
る
も
の
で
あ
れ
、
万
人
に
対
し
て

同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
の
前
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
は
平
等
で
あ

る
か
ら
し
て
、
そ
の
能
力
に
応
じ
、
ま
た
そ
の
徳
ど
才
能
に
よ
る
ほ
か
、
他
の

区
別
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
尊
号
、
長
け
の
地
位
お
よ
び
職
務
に
平
等
に
つ
く
こ
と

が
で
き
る
。

　
第
7
条
　
何
人
も
法
律
の
罷
め
た
場
長
、
ま
た
法
律
の
定
め
た
形
式
に
よ
る

以
外
に
は
、
起
訴
、
逮
捕
、
拘
留
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ほ
し
い
ま
二
な
命
令

を
二
巴
し
、
発
し
、
執
行
し
、
も
し
く
は
執
行
せ
し
め
よ
5
と
す
る
も
の
は
処

罰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
法
律
に
．
よ
っ
て
召
喚
さ
れ
、
あ
る
い
は
逮

捕
さ
れ
た
市
罠
は
、
直
ち
に
そ
れ
に
従
い
、
抵
抗
す
れ
ば
処
嫡
さ
れ
る
。

　
第
8
条
　
法
律
は
厳
正
に
、
か
つ
明
ら
か
に
必
要
な
刑
罰
だ
け
を
定
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
何
入
も
違
法
行
為
以
前
に
欄
定
発
布
さ
れ
、
か
つ
合
法
的
に
適
用

さ
れ
た
法
律
に
よ
る
以
外
は
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
第
9
条
　
す
べ
て
の
入
は
有
罪
と
宜
巻
さ
れ
る
ま
で
は
無
罪
と
み
な
さ
れ
る

が
故
に
、
そ
の
逮
捕
が
不
可
欠
と
認
め
ら
れ
る
に
せ
よ
、
そ
σ
身
体
の
抑
留
に

必
要
で
な
い
葡
酷
な
取
扱
い
は
、
す
べ
て
法
律
に
よ
っ
て
厳
重
に
禁
止
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
第
麺
条
　
何
人
も
そ
の
表
明
が
、
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
秩
序
を
乱
さ

な
い
か
ぎ
り
、
宗
教
的
意
見
で
あ
れ
、
自
己
の
意
見
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
第
珪
条
思
想
や
言
論
の
自
・
田
な
伝
逮
は
、
入
間
の
最
も
貴
重
な
権
利
の
一
つ

二
八

で
あ
る
。
従
っ
て
す
べ
て
の
市
畏
は
、
自
由
に
話
し
、
霧
き
、
印
剛
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
…
腸
合
は
、
こ
れ
ら
の
自
由

の
濫
用
に
対
し
て
は
、
責
任
が
あ
る
。

　
第
1
2
条
　
人
影
お
よ
び
市
民
の
請
権
利
の
保
証
に
は
、
公
権
力
を
必
要
と
す

る
。
従
っ
て
こ
の
権
力
は
万
人
の
利
益
の
た
め
に
設
定
さ
れ
、
こ
の
権
力
を
委

ね
ら
れ
た
人
々
の
特
殊
の
利
益
の
た
め
に
翼
翼
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
第
1
3
条
　
公
権
力
の
燃
灘
持
の
た
め
に
、
ま
た
行
政
上
の
｛
費
用
の
た
め
に
、
課

税
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
盗
力
に
応
じ
て
す
べ
て
の
市
民
に
平
等
に
分

担
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
4
条
　
市
民
は
、
み
つ
か
ら
、
ま
た
は
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
、
公
共
の

課
税
の
必
要
を
検
証
し
、
自
由
に
こ
れ
を
承
認
し
、
そ
の
用
途
を
き
き
、
か
つ

そ
の
比
率
、
査
定
、
徴
収
お
よ
び
期
聞
を
決
定
す
る
権
利
を
も
つ
て
い
る
。

　
第
1
5
条
　
社
会
は
、
す
べ
て
の
行
政
宮
公
吏
に
対
し
て
、
そ
の
報
告
を
要
求

す
る
権
利
を
も
つ
で
い
る
。

　
第
酪
条
　
権
利
の
保
証
が
確
保
さ
れ
ず
、
権
力
の
分
離
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
す
べ
て
の
社
会
は
、
憲
法
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
第
1
7
条
　
所
有
権
は
不
可
侵
で
紳
酷
な
権
剰
で
あ
る
か
ら
、
緊
密
も
合
法
的

に
認
め
ら
れ
た
公
共
の
必
要
が
、
明
白
に
そ
れ
を
要
求
し
、
か
つ
公
正
に
予
め

賠
償
さ
れ
る
灸
件
の
下
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
、
所
膚
権
を
轟
わ
れ
る
こ
と
ば

な
い
。

二

ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
人
権
三
二
箪
翼

（
人
間
の
自
然
的
、
市
民
的
、
政
治
的
諸
権
利
の
三
三
）

（28）



　
す
べ
て
の
祉
会
的
人
畜
結
合
の
閣
的
は
、
そ
の
自
然
的
、
市
田
鼠
、
政
治
的

諸
権
利
の
維
持
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
権
利
は
社
会
契
約
の
基
礎
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
確
認
と
宣
…
冒
は
、
そ
れ
ら
の
保
証
を
確
実
に
す
る
三
法
に
先
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
条
　
人
聞
の
自
然
的
、
市
町
的
、
政
治
的
諸
権
利
と
は
、
自
由
、
平
等
、

婆
全
、
所
望
権
、
社
会
保
証
お
よ
び
圧
政
に
対
す
る
反
抗
で
あ
る
つ

　
第
2
条
　
自
由
と
は
、
他
人
の
諸
権
利
に
有
害
で
な
い
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
な

し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
昏
人
の
自
然
権
の
行
使
は
、
祉
会
の
他
の
成
員

に
、
こ
の
同
じ
権
利
の
享
受
を
確
実
に
す
る
制
限
以
外
に
は
制
限
は
な
い
。

　
第
3
条
　
自
由
の
保
持
は
、
　
一
般
意
思
の
表
現
で
あ
る
法
律
に
従
う
こ
と
に

依
存
す
る
。
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
こ
と
は
、
妨
げ
ら

れ
な
い
し
、
豪
た
何
人
も
法
律
の
命
じ
な
い
こ
と
を
な
す
よ
う
に
、
強
意
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

　
第
4
条
　
す
べ
て
の
入
聞
は
、
そ
の
思
想
お
よ
び
意
見
の
表
現
は
自
由
で
あ

る
。　

第
5
条
　
出
版
お
よ
び
思
想
を
公
表
す
る
他
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
の
自
由
は
、

禁
止
、
停
止
、
制
…
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
第
6
条
　
す
べ
て
の
入
聞
は
、
そ
の
信
仰
の
行
使
に
お
い
て
自
由
で
あ
る
。

　
第
7
条
　
平
等
と
は
、
各
人
が
同
一
の
権
利
を
享
受
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
8
条
　
法
律
は
万
人
に
対
し
て
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
賠

償
す
る
こ
と
で
あ
れ
嫁
す
る
こ
と
で
あ
れ
、
保
護
す
る
場
合
で
あ
れ
、
簗
圧
す

る
場
合
で
あ
れ
。

　
第
9
条
す
べ
て
の
市
民
は
、
す
べ
て
の
地
位
、
職
業
、
公
職
に
つ
く
こ
と

フ
ラ
ン
ス
叢
・
命
と
入
旛
萬
鳳
晶
賛
（
縞
剛
廻
）

が
で
き
る
。
自
由
な
三
瓶
は
、
そ
の
能
力
と
徳
と
に
よ
る
以
外
に
は
、
そ
の
選

択
に
お
い
て
、
他
の
優
越
の
麺
機
を
認
め
な
い
。

　
箆
1
0
条
安
全
と
は
、
そ
の
身
体
、
財
産
お
よ
び
権
利
の
保
持
に
対
し
て
、

社
会
に
よ
っ
て
各
市
民
に
与
え
ら
れ
た
保
謹
で
あ
る
。

　
第
1
1
条
　
何
人
も
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
場
合
、
お
よ
び
法
律
が
命
じ

た
形
式
以
外
に
は
、
裁
縄
に
召
喚
さ
れ
、
起
訴
、
逮
捕
、
書
留
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
市
罠
に
対
し
て
な
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
そ
の
他
の
行
為
は
、
恣
意

的
で
あ
り
無
敷
で
あ
る
。

　
第
聡
条
，
こ
れ
ら
の
恣
意
的
行
為
を
請
願
し
、
発
し
、
磐
締
し
、
執
行
し
、

執
行
せ
し
め
る
も
の
は
、
有
羅
で
あ
り
、
処
罰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
3
条
　
同
様
な
行
為
を
他
人
か
ら
行
な
わ
れ
ん
と
し
た
市
民
は
、
力
に
よ

っ
て
力
を
押
し
の
け
る
権
利
を
も
つ
。
し
か
し
法
律
の
権
威
に
よ
り
、
法
律
に

命
ぜ
ら
れ
た
形
式
に
よ
っ
て
、
逮
捕
さ
れ
た
す
べ
て
の
市
畏
は
、
直
ち
に
従
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
反
抗
す
れ
ば
膚
罪
と
な
る
。

　
第
1
4
条
　
す
べ
て
の
人
聞
は
、
逮
捕
が
不
可
欠
と
判
階
さ
れ
て
も
、
膚
罪
が

宣
告
さ
れ
る
ま
で
は
無
罪
と
み
な
さ
れ
る
が
故
に
、
そ
の
身
体
を
確
保
す
る
の

に
不
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
苛
酷
な
ご
｝
は
、
法
律
に
よ
つ
て
、
厳
重
に
禁
止
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
5
条
　
違
法
行
為
以
前
に
作
ら
れ
公
布
さ
れ
、
合
法
約
に
適
用
さ
れ
た
法

律
に
よ
る
以
外
に
は
西
入
も
処
葡
さ
れ
え
な
い
。

　
第
1
6
条
　
法
律
が
｛
号
す
る
以
前
に
犯
さ
れ
た
（
そ
の
法
律
に
対
す
る
）
違
法

行
為
を
罰
す
る
濃
律
は
、
恣
意
約
な
法
で
あ
る
。
そ
の
法
律
に
与
え
ら
れ
た
遡

及
的
数
果
は
犯
罪
で
あ
る
。

二
九

（29）



フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宣
言
（
爾
川
）

　
第
1
7
条
　
法
律
は
一
般
の
安
全
に
厳
密
に
か
つ
明
ら
か
に
必
要
な
刑
罰
の
み

を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
刑
罰
は
違
法
行
）
為
に
縮
応
じ
、
密
会
に
有
用
な
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
鳩
条
　
断
有
権
と
は
、
す
べ
て
の
論
難
が
、
そ
の
財
睦
、
資
本
、
収
入
お

よ
び
勤
労
を
自
己
の
意
の
ま
x
に
処
分
し
5
る
こ
と
に
あ
る
。

　
第
1
9
条
　
い
か
な
る
種
類
の
労
働
、
取
引
、
耕
作
も
人
閲
に
禁
ぜ
ら
れ
え
な

い
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
生
産
物
を
製
造
し
、
売
り
、
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ル
が
イ
ス

　
第
2
0
条
　
す
べ
て
の
人
は
、
そ
の
奉
仕
、
そ
の
時
間
を
（
他
人
と
Y
契
約
す

る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
し
か
し
、
自
己
自
身
を
み
つ
か
ら
売
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

彼
の
身
体
は
譲
渡
可
能
な
所
続
物
で
は
な
い
。

　
第
2
1
条
　
何
人
も
本
入
の
同
意
な
し
に
、
そ
の
所
膚
物
の
最
少
部
分
を
癒
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
合
法
的
に
認
め
ら
れ
た
公
共
の
必
要
が
、

そ
れ
を
明
白
に
要
求
し
、
か
つ
正
当
で
予
め
賠
償
さ
れ
る
条
件
の
場
合
は
除
く
。

　
第
2
2
条
　
い
か
な
る
課
税
も
、
一
般
の
浴
用
と
公
共
の
必
要
に
応
じ
る
た
め

以
外
に
ほ
、
設
定
さ
れ
え
な
い
。
す
べ
て
の
市
民
は
、
み
ず
か
ら
、
ま
た
は
そ

の
代
表
に
よ
っ
て
課
税
の
設
完
に
参
与
す
る
権
利
を
も
つ
。

　
窮
2
3
条
　
初
等
教
育
評
す
べ
て
の
入
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、
社
会
は
そ
れ

を
、
す
べ
て
の
成
員
に
、
ひ
と
し
く
行
う
義
務
が
あ
る
。

　
第
2
4
条
　
公
共
の
救
済
は
社
会
の
神
聖
な
負
債
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
と
適
用

と
は
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
第
2
5
条
　
入
間
の
諸
権
利
の
祉
会
保
証
は
、
国
民
主
権
に
基
づ
く
。

　
第
2
6
条
　
主
権
は
一
で
不
可
分
で
、
消
滅
す
る
こ
と
な
く
不
可
譲
で
あ
る
。

　
第
2
7
条
　
そ
れ
は
本
質
的
に
三
民
全
体
に
あ
る
。
そ
し
て
昏
市
民
は
そ
の
行

三
〇

使
に
参
加
す
る
平
等
な
権
利
を
も
つ
。

　
第
2
8
条
　
い
か
な
る
、
市
昆
の
部
分
的
結
合
、
も
し
く
は
い
か
な
る
偲
人
も
、

主
権
を
自
己
の
も
の
と
主
張
し
、
法
律
の
形
式
的
委
任
な
し
に
は
、
い
か
な
る

権
威
を
も
行
使
し
た
り
、
・
い
か
な
る
公
職
に
つ
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
第
2
9
条
　
も
し
公
職
の
限
界
が
、
法
律
に
よ
り
て
明
白
に
定
め
ら
れ
な
い
な

ら
ば
、
ま
た
も
し
す
べ
て
の
公
務
員
の
責
任
が
確
定
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
社
会

保
簸
は
存
在
し
な
い
。

　
第
3
0
条
　
す
べ
て
の
市
民
は
、
こ
の
保
証
に
協
力
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
名
で
喚
ば
れ
た
時
に
は
法
律
に
力
を
与
え
る
責
任
が
あ
る
。

　
第
3
1
条
　
社
会
を
結
成
し
て
い
る
人
々
は
、
圧
政
に
対
し
反
抗
す
る
権
利
を

も
つ
。

　
第
3
2
条
　
あ
る
法
律
が
保
証
す
べ
き
自
然
的
、
市
民
的
、
政
治
的
諸
権
利
を

侵
害
す
る
と
き
は
圧
政
で
あ
る
。
一
・
法
律
が
総
別
的
事
例
に
簿
す
る
適
用
に

際
し
、
公
務
賞
に
よ
つ
て
侵
害
さ
れ
た
時
は
圧
政
で
あ
る
。
1
恣
意
的
行
為

が
、
法
律
の
表
現
に
反
し
て
市
報
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る
と
き
は
圧
政
で
あ
る
。

す
べ
て
の
自
由
な
政
治
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
様
々
の
圧
政
行
為
に
対
す
る
反

抗
の
方
法
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
3
3
条
　
人
民
は
つ
ね
に
そ
の
憲
法
を
再
審
し
、
改
正
し
、
変
更
す
る
権
利

を
も
つ
。
　
一
つ
の
賦
代
は
未
来
の
諸
世
代
を
、
自
分
た
ち
の
法
律
に
服
従
せ
し

め
る
権
利
を
も
た
な
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
宮
職
に
お
け
る
世
襲
は
不
合
理
で

あ
り
、
専
制
的
で
あ
る
。

三
　
口
ベ
ス
ピ
ェ
萎
ル
の
人
権
蜜
醤
葦
案

（3e）



　
國
民
公
会
に
集
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
代
表
者
た
ち
は
、
正
義
と
理
性
の
永

遠
の
滋
よ
り
で
た
も
の
で
な
い
入
為
の
法
は
、
入
類
に
対
す
る
無
知
、
あ
る
い

は
専
欄
の
暴
行
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
、
入
間
の
自
然
権
の
忘
却
や
軽
蔑

が
、
世
界
の
犯
罪
と
不
幸
と
の
唯
一
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
荘
霞
な

箕
蕎
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
神
聖
で
不
珂
譲
な
諸
権
利
を
、
明
示
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
市
民
が
政
府
の
行
為
を
全
社
会
制
度
の
頁
酌
と

た
え
ず
比
較
し
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
つ
か
ら
決
し
て
専
欄
に
よ
っ
て
抑
圧

さ
れ
た
り
、
腐
敗
せ
し
め
ら
れ
た
り
し
な
い
た
め
で
あ
り
、
入
民
は
つ
ね
に
眼

前
に
そ
の
自
由
と
幸
福
と
の
基
礎
を
、
質
入
は
そ
の
養
母
規
約
を
、
立
法
者
は

そ
の
使
命
の
目
的
を
、
も
ち
5
る
た
め
に
で
あ
る
。

　
従
っ
て
国
民
公
会
は
、
宇
宙
の
前
で
、
駈
不
滅
の
立
法
老
の
眼
前
で
、
入
間
と

市
風
と
の
諸
権
利
の
次
の
宣
雷
を
賞
明
す
る
。

　
第
1
条
　
全
政
治
結
合
の
掻
的
は
、
入
…
闘
の
自
然
で
不
可
譲
な
諸
権
利
と
そ

の
す
べ
て
の
属
性
の
展
開
と
で
あ
る
。

　
第
2
条
　
人
閲
の
重
要
な
諸
権
利
と
は
、
人
聞
の
生
存
の
維
持
と
自
由
と
に

必
要
な
権
利
で
あ
る
。

　
鑓
3
条
　
こ
れ
ら
の
諸
権
利
は
、
肉
体
力
、
精
神
力
に
差
は
あ
っ
て
も
、
す

べ
て
の
入
闘
に
平
等
に
属
す
る
亀
の
で
あ
る
。
権
利
の
平
等
は
自
然
に
よ
つ
て

確
立
さ
れ
て
い
る
。
社
会
は
そ
れ
を
損
う
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
凝
し
い
も
の
に

す
る
権
力
の
濫
用
に
対
し
て
、
そ
れ
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
4
条
　
自
由
と
は
、
す
べ
て
そ
の
能
力
を
、
意
の
ま
玉
に
行
い
う
る
入
聞

に
属
す
る
カ
で
あ
る
。
そ
れ
は
規
則
と
し
て
正
義
を
、
綱
限
と
し
て
は
他
人
の

権
利
を
、
原
理
と
し
て
自
然
を
、
保
証
と
し
て
注
律
を
も
つ
。

フ
ラ
ン
ス
二
目
と
入
権
宣
誉
（
前
川
）

　
平
和
に
集
合
す
る
権
利
、
印
圃
の
手
段
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
他
の
い
か
な
る

方
法
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
権
利
は
、
人
聞
の
自
由
の

明
白
な
結
果
で
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
宣
言
し
て
お
く
必
要
は
、
圧
政
の
存

在
か
、
も
し
く
は
そ
の
鍛
近
の
記
憶
の
ど
ち
ら
か
を
予
想
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
5
条
　
法
律
は
社
会
に
有
害
な
も
の
だ
け
を
禁
止
し
え
、
社
会
に
膚
益
な

も
の
だ
け
を
命
令
し
う
る
。

　
第
6
条
　
入
事
の
不
可
風
な
諸
権
利
を
侵
す
す
べ
て
の
法
律
は
、
本
質
的
に

不
正
で
あ
り
、
専
制
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
断
じ
て
法
律
で
は
な
い
。

　
第
7
条
　
所
膚
権
は
、
昏
無
畏
が
法
律
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
財
田
の
一
部

を
享
有
し
処
分
す
る
権
利
で
あ
る
。

　
第
8
条
　
所
延
期
は
す
べ
て
他
の
権
利
と
同
じ
く
、
他
人
の
諸
権
利
を
尊
重

す
る
と
い
う
義
務
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。

　
第
9
条
　
そ
れ
は
他
人
の
安
全
、
自
由
、
生
存
、
所
膚
に
対
し
て
有
害
な
も

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
1
0
条
　
こ
の
原
理
を
侵
す
る
あ
ら
ゆ
る
占
有
、
取
引
は
、
本
質
的
に
不
法

で
あ
り
、
不
道
徳
で
あ
る
。

　
第
1
1
条
社
会
は
そ
の
全
成
員
に
対
．
し
て
、
仕
纂
を
与
え
る
か
、
ま
た
は
働

け
な
い
も
の
に
は
生
存
の
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
成
員
の
生
計

を
蜜
か
な
5
義
務
が
あ
る
。

　
繁
1
2
条
　
貧
民
に
対
す
る
必
要
な
救
済
は
、
金
持
ち
が
、
貧
乏
人
に
対
し
て

負
う
負
債
で
あ
る
。
こ
の
負
債
が
弁
償
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
方
法
の
決
定
は
、

法
律
に
属
す
。

　
第
1
3
条
　
収
入
が
そ
の
生
計
に
必
要
な
も
の
以
上
に
出
な
い
市
民
は
、
公
共

一一
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フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宣
曾
（
前
班
）

の
経
費
へ
の
課
税
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
も
の
ぽ
、
そ
の
欝
の
範
囲
に
応

じ
て
、
累
進
的
に
そ
れ
を
麦
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
4
条
　
社
会
は
そ
の
全
力
を
も
つ
て
、
公
共
の
理
性
の
進
歩
を
は
か
ら
ね

ば
な
ら
な
い
、
教
育
を
全
市
民
の
手
の
と
ど
く
範
囲
内
に
お
く
よ
う
に
ぜ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
第
1
5
条
　
法
律
は
人
昆
の
意
志
の
自
由
で
荘
璽
な
表
現
で
あ
る
。

　
第
1
6
条
　
漁
民
は
主
権
者
で
あ
り
、
政
府
は
そ
の
作
晶
で
あ
り
所
有
物
で
あ

り
、
公
務
員
は
そ
の
使
用
人
で
あ
る
。

　
第
1
7
条
　
ど
の
入
昆
の
一
部
分
も
、
入
魂
全
体
の
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
一
部
の
人
民
の
表
明
す
る
希
望
は
、
一
般
意
志
の
形
成
に

協
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
人
罠
の
一
部
の
希
望
と
し
て
、
離
礁
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
集
会
し
た
霊
権
者
の
ど
の
部
分
（
団
体
）
も
、
全
く
自
由
に
そ
の
意
志
を

表
現
す
る
権
利
を
享
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
本
質
的
に
、
他
の
す

べ
て
の
行
政
宮
庁
よ
り
独
立
し
た
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
に
そ
の
秩
序
と
審
議

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
畏
ぱ
欲
す
る
時
に
は
、
そ
の
政
府
を
変
え
、
そ

の
代
表
を
リ
コ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
1
8
条
　
法
律
は
万
人
に
と
っ
て
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
9
条
　
全
市
民
は
徳
と
才
能
以
外
の
い
か
な
る
区
別
、
入
民
の
信
任
以
外

の
い
か
な
る
タ
イ
ト
ル
な
く
、
す
べ
て
の
公
職
に
つ
き
う
る
。

　
第
2
0
条
　
全
市
民
は
人
罠
の
代
表
者
の
指
名
お
よ
び
法
律
の
制
定
に
協
力
す

る
平
等
の
権
利
を
も
つ
。

　
第
2
1
条
　
こ
れ
ら
の
諸
権
利
が
む
な
し
い
も
の
、
ま
た
平
等
が
架
空
な
も
の

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
国
会
は
公
務
員
に
俸
給
を
払
い
、
労
働
に
よ
っ
て
生
活

三
二

し
て
い
る
市
罠
が
、
法
律
の
召
集
す
る
公
け
の
権
熊
野
に
、
自
己
と
家
族
の
生
存

を
危
く
す
る
こ
と
な
し
に
嵐
心
し
う
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
2
2
条
　
全
市
民
は
行
政
官
や
政
府
の
代
理
人
に
、
彼
ら
が
法
律
の
機
関
、

執
行
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
敬
慶
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
2
3
条
　
し
か
し
、
法
律
の
名
に
お
い
て
で
あ
れ
、
伺
人
か
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
、
入
聞
の
自
・
田
、
安
全
、
所
狂
喜
に
反
対
す
る
い
か
な
る
行
為
も
、
法
律

に
よ
っ
て
決
楚
さ
た
場
合
、
ま
た
は
法
律
に
よ
2
・
奨
め
ら
れ
た
形
式
に
よ
る

以
外
は
、
恣
意
的
で
あ
り
無
敷
で
あ
る
。
法
律
に
対
す
る
尊
璽
そ
の
も
の
が
、

か
Σ
る
行
為
に
従
が
う
こ
と
を
禁
止
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
暴
力
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
な
ら
ば
、
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
緋
除
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

　
第
2
4
条
　
公
け
の
権
威
の
保
管
君
へ
譜
面
を
提
出
す
る
権
利
は
、
各
祠
廊
に

腐
す
る
。
そ
れ
ら
の
請
願
を
5
け
た
極
々
は
、
そ
の
質
的
で
あ
る
事
が
ら
に
つ

い
て
立
法
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
上
の
権
利
の
行
使
を
禁
止
し
、

制
約
し
、
も
し
く
は
告
発
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
2
5
条
　
圧
政
に
対
す
る
反
抗
は
、
人
聞
お
よ
び
市
艮
の
他
の
権
利
の
結
果

で
あ
る
。

　
第
2
6
条
　
社
会
の
た
だ
一
員
が
抑
圧
さ
れ
た
場
合
に
も
祉
会
（
全
）
体
に
対

す
る
抑
圧
で
あ
り
、
社
会
全
体
が
抑
圧
さ
れ
た
時
に
は
、
そ
の
各
人
に
対
す
る

抑
圧
で
あ
る
。

　
第
2
7
条
　
政
府
が
人
民
の
権
利
を
侵
害
し
た
蒔
に
は
、
暴
動
は
入
艮
に
と
っ

て
、
ま
た
そ
の
昏
人
お
よ
び
部
分
に
と
っ
て
、
最
も
神
墾
な
権
利
で
あ
り
、
最

も
不
可
欠
な
義
務
で
あ
る
。

　
第
2
8
条
　
社
会
保
証
が
一
市
井
に
欠
け
て
い
る
時
に
は
、
彼
は
み
つ
か
ら
そ

（　3．P．　）



の
全
権
利
を
守
る
自
然
権
に
復
帰
す
る
。

　
第
2
9
条
　
い
つ
れ
の
場
合
で
も
、
圧
政
に
対
．
す
る
反
抗
を
A
ロ
法
的
形
式
に
従

わ
す
こ
と
は
専
制
あ
最
後
の
顯
慮
で
あ
る
．
．

第
3
0
条
あ
ら
ゆ
る
自
肉
な
国
家
に
お
い
て
は
、
法
律
は
何
よ
り
も
蜜
ず
支

配
者
の
権
誠
の
濫
用
に
対
し
〆
、
、
公
私
の
自
由
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
入
民

が
養
で
あ
り
、
役
人
が
些
し
や
す
い
こ
髪
馨
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
制
度

は
、
有
害
な
も
の
で
あ
る
◎

　
餓
〃
3
1
条
　
公
職
は
名
・
響
も
し
く
は
報
償
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
た

だ
公
共
の
義
務
と
し
て
の
み
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
3
2
条
　
人
民
の
受
任
者
の
違
法
行
為
は
、
厳
重
に
直
ち
に
称
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
何
入
も
、
み
つ
か
ら
が
他
の
市
民
よ
り
も
肝
斑
侵
で
あ
る
と
主
張

す
る
権
利
は
な
い
。

　
第
3
3
条
　
入
民
憶
受
任
者
が
な
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
権
利
を
も
つ
て
い
る
。

受
任
者
は
そ
の
活
動
の
忠
実
な
報
告
を
な
し
、
公
共
の
判
断
に
尊
敬
を
も
つ
て

従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
3
4
条
　
す
べ
て
の
国
の
入
聞
は
兄
弟
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
は
、
同

じ
国
家
の
令
孫
の
よ
う
に
、
そ
の
力
に
応
じ
て
互
に
助
け
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
3
5
条
　
一
国
民
を
獅
圧
す
る
も
の
は
、
何
人
と
い
え
ど
も
、
す
べ
て
の
人

の
敵
で
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
3
6
条
　
自
由
の
進
歩
を
妨
げ
、
人
間
の
権
利
を
損
う
た
め
に
、
入
罠
に
戦

争
を
行
う
も
の
は
、
普
通
の
敵
と
し
〆
し
で
は
な
く
、
暗
殺
潮
4
1
、
叛
逆
的
強
盗
と

し
て
、
す
べ
て
の
入
に
よ
っ
て
追
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
第
3
7
条
　
国
王
、
貴
族
、
暴
君
は
何
人
で
あ
れ
、
地
上
の
主
権
者
で
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
権
宜
欝
（
前
川
）

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も

頓
、
宇
審
［
の
立
法
者
で
あ
る
自
然
に
対
し
て
反
抗
す
る
奴
隷
で
あ
る
。

四
　
モ
ン
タ
ニ
ャ
募
ル
の
人
権
竃
言

　
フ
ラ
ン
ス
ペ
民
は
、
入
闘
の
自
然
的
譲
権
利
の
忘
却
と
無
視
と
が
世
界
の
不

幸
の
唯
一
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
こ
れ
ら
の
神
聖
．
で
不
可
雑
な
諸
権

利
を
、
荘
重
な
宣
言
に
お
い
て
表
明
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
そ
れ
は
、
全
市
民

が
政
府
の
諸
行
為
を
全
社
会
鰯
度
の
員
的
と
つ
ね
に
比
較
し
え
て
、
専
劉
に
よ

つ
て
抑
圧
さ
れ
腐
敗
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
。
が
な
い
た
め
に
で
あ
り
、
懐
た
、
人

民
が
つ
ね
に
そ
の
眼
前
に
、
自
由
と
幸
福
と
の
基
礎
を
、
役
人
が
そ
の
遅
達
の

規
則
を
、
立
法
者
が
そ
の
使
命
の
目
的
を
、
も
ち
う
る
た
め
に
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
入
民
は
、
最
潟
存
在
の
前
で
、
人
闘
お
よ
び
市
罠
の
権

利
の
次
の
宣
言
を
宣
晒
す
る
。

　
第
弐
条
　
社
会
の
目
的
は
共
同
の
幸
福
で
あ
る
。
致
府
は
、
入
間
が
自
然
で

不
滅
の
諸
権
利
を
享
受
ナ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
。

　
第
2
条
　
こ
れ
ら
の
諸
権
利
と
は
、
自
由
、
平
等
、
妥
全
お
よ
び
鳥
膚
権
で

あ
る
。

　
第
3
条
　
す
べ
て
の
人
間
は
、
白
一
癖
に
よ
り
、
蜜
た
法
の
前
で
平
等
で
あ
る
。

　
第
4
条
　
法
律
は
一
般
意
志
の
自
由
で
荘
霞
な
蓑
現
で
あ
る
。
法
律
は
保
護

す
る
に
せ
よ
、
罰
す
る
に
せ
よ
、
潮
入
に
と
っ
て
同
一
で
あ
り
、
法
律
は
社
会

に
と
っ
て
、
疋
し
く
か
つ
悪
用
な
こ
と
以
外
は
命
命
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
律
は
有
害
な
も
の
以
外
は
禁
駕
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

　．

謔
T
条
　
す
べ
て
の
市
民
は
公
職
に
ひ
と
し
く
つ
く
こ
と
が
で
き
る
、
自
・
田

な
人
民
は
、
そ
の
徳
と
能
力
以
外
に
は
、
そ
の
選
択
に
お
い
て
優
越
の
勧
機
を

三
三
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グ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
梅
宣
欝
（
前
川
）

認
め
な
い
。

　
第
6
条
　
自
・
田
と
は
、
諾
了
の
権
利
に
有
害
で
な
い
す
べ
て
の
こ
と
を
な
し

う
る
力
で
あ
る
。
臨
由
の
原
理
は
自
然
で
あ
り
、
そ
の
規
期
は
正
義
で
あ
り
、

そ
の
保
証
は
法
律
で
あ
る
。
そ
の
道
徳
的
限
界
は
、
つ
ぎ
の
倉
吉
に
あ
る
。
す

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
コ
　
　
わ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
セ
　
　
わ
　
　
わ
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
め
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

な
わ
ち
、
他
人
が
汝
に
対
し
て
な
す
こ
と
を
欲
し
な
い
こ
と
を
、
汝
は
他
人
に

　
も
　
　
も
　
　
つ
　
　
レ
　
　
も
　
　
ぬ

対
し
て
な
す
な
。

　
繁
7
条
　
出
版
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
他
の
方
法
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
自
書
の

愚
想
や
意
見
を
表
明
す
る
権
利
、
公
け
に
集
合
す
る
権
利
、
自
由
な
祭
式
の
行

，
使
は
禁
止
さ
れ
え
な
い
。
．
こ
れ
ら
の
諸
権
利
を
言
明
す
る
必
要
は
、
専
欄
の
存

在
、
玄
た
は
そ
の
鍛
近
の
思
い
戯
を
想
鷺
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
8
条
　
安
全
と
は
、
社
会
の
各
成
員
が
、
そ
の
身
体
、
権
利
お
よ
び
財
産

を
保
持
す
る
た
め
に
、
社
会
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
保
護
で
あ
る
。

　
第
9
条
　
法
律
は
麦
配
滋
の
躍
政
に
対
し
、
公
私
の
自
［
由
を
保
護
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
第
憩
条
　
何
人
も
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
金
、
ま
た
法
律
の
命
ず
る

形
式
に
よ
る
以
外
に
は
、
起
訴
、
逮
捕
、
拘
留
さ
る
べ
き
で
憶
な
い
。
法
律
の

権
威
に
よ
つ
て
召
喚
、
逮
捕
さ
れ
た
市
民
は
、
直
ち
に
そ
れ
に
従
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
反
抗
す
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
“

　
鯖
1
1
条
　
法
律
が
鷺
め
る
場
合
ま
た
は
形
式
以
外
の
、
人
閣
に
対
す
る
す
べ

で、

ﾌ
行
為
は
恣
煮
的
で
あ
り
、
専
髄
的
で
あ
る
。
暴
力
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
を

行
な
わ
ん
と
欲
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
カ
に
よ
っ
て
そ
れ
を
排
除
す
る
権
利

を
竜
つ
。

　
第
1
2
条
　
恣
意
的
な
行
為
を
講
製
し
、
強
要
し
、
署
名
し
、
行
い
、
ま
急
行

蕊
四

わ
し
め
た
も
の
は
、
麿
罪
で
あ
り
、
罰
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
3
条
　
人
間
は
す
べ
て
、
た
と
え
逮
補
が
不
可
欠
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
て

も
有
罪
を
宣
告
さ
れ
る
ま
で
は
、
無
罪
と
み
な
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
身
体

を
確
保
す
る
の
に
必
要
で
な
い
す
べ
て
の
蕾
酷
な
こ
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳

重
に
禁
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
4
条
　
承
認
し
、
合
法
蜻
に
召
喚
さ
れ
た
後
か
、
ま
た
違
法
行
為
以
前
に

発
馬
さ
れ
た
法
律
に
よ
る
以
外
ほ
、
何
人
も
裁
判
さ
れ
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。
法
律
が
存
在
す
る
以
前
に
犯
さ
れ
た
、
そ
の
法
律
の
違
法
行
為
を

罰
す
る
法
律
ぱ
、
専
翻
酌
で
あ
る
。
法
律
に
与
え
ら
れ
る
遡
及
輪
効
果
は
、
一

の
犯
罪
で
あ
る
。

　
第
1
5
条
　
法
律
は
厳
密
か
つ
明
白
な
刑
罰
の
み
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
刑

罰
は
違
法
行
為
に
柑
応
じ
、
社
会
に
二
士
な
も
の
で
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
。

　
第
1
6
条
　
所
民
権
と
は
、
す
べ
て
の
市
畏
が
そ
の
財
塵
、
収
入
、
そ
の
労
働

お
よ
び
勤
労
の
成
果
を
享
受
し
、
自
己
の
意
の
ま
、
に
処
分
す
る
権
利
で
あ
る
。

　
第
1
7
条
　
い
か
な
る
種
類
の
労
働
、
耕
作
、
取
引
亀
市
民
の
勤
労
に
対
し
禁

じ
ら
れ
え
な
い
。

　
第
1
8
臥
す
べ
て
の
入
部
は
、
そ
の
奉
蕉
さ
そ
の
時
間
を
契
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
自
つ
か
ら
を
三
つ
た
り
、
売
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
彼
の
身
体
ほ
譲
渡
可
能
な
所
有
物
で
は
な
い
。
法
律
ほ
決
し
て
二
二
を
認

め
な
い
。
拗
四
く
人
と
傭
う
人
と
と
の
間
に
は
、
舞
話
と
感
謝
の
契
約
以
外
に
は

あ
り
え
な
い
。

　
第
1
9
条
　
何
人
も
本
入
の
同
意
な
し
に
、
そ
の
所
有
物
の
最
少
部
分
を
騨
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
合
法
的
に
認
め
ら
れ
た
公
共
の
必
要
が
、
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そ
れ
を
要
求
し
、
か
つ
、
正
当
で
予
め
賠
償
さ
れ
る
条
件
の
場
合
は
除
く
。

　
第
2
0
条
　
い
か
な
る
課
税
も
、
一
般
の
膚
用
の
た
め
以
外
に
は
設
窟
さ
れ
え

な
い
．
、
す
べ
て
の
市
民
は
、
課
税
の
設
窒
に
脇
力
し
、
そ
の
使
途
を
監
祝
し
、

そ
の
報
告
を
な
さ
し
め
る
権
利
を
も
つ
。

　
第
2
1
条
　
公
共
の
救
済
は
神
聖
な
負
債
で
あ
る
。
社
会
は
不
幸
な
二
曹
に
対
、

し
、
労
働
を
与
え
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
働
け
な
い
人
に
生
活
手
段
を
確
保
し

て
や
る
に
せ
よ
、
生
計
を
与
え
る
義
務
が
あ
る
。

　
．
第
2
2
条
　
教
育
は
万
人
に
必
要
で
あ
る
。
社
会
は
全
力
を
も
つ
て
公
け
の
理

性
の
進
歩
を
は
か
り
、
教
育
を
市
民
の
手
の
と
ど
く
範
囲
内
に
治
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
第
2
3
条
　
社
会
保
証
は
、
各
人
に
そ
の
権
利
の
享
受
と
保
護
と
を
確
保
す
る

万
入
の
行
為
に
あ
る
。
こ
の
保
証
は
、
国
民
主
権
に
蟄
つ
く
屯
の
で
あ
る
。

　
驚
2
4
条
　
公
務
の
限
界
が
滋
律
に
よ
っ
て
明
白
に
決
定
さ
れ
な
い
か
、
全
公

務
員
の
責
任
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
社
会
保
証
は
存
し
え
な
い
。

　
第
2
5
条
　
憲
権
は
人
民
に
あ
る
。
そ
れ
は
不
可
分
で
不
滅
で
不
可
譲
で
あ
る
。

　
雛
2
6
条
　
入
民
の
い
か
な
る
都
分
も
、
人
民
全
体
の
力
を
行
使
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、
集
会
し
た
窯
権
者
の
四
団
体
は
、
全
き
自
由
を
も
つ
て

そ
の
意
志
を
表
明
す
る
権
利
を
享
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
2
7
条
　
主
権
を
の
っ
と
る
個
人
は
す
べ
て
、
即
座
に
自
慮
な
愚
闇
に
よ
つ

て
死
刑
に
さ
れ
る
。

　
第
2
8
条
　
一
人
民
は
、
つ
ね
に
そ
の
憲
法
を
再
審
し
、
数
正
し
、
変
更
す
る

権
利
を
も
つ
。
一
つ
の
世
代
は
未
来
の
諸
世
代
を
そ
の
法
律
に
従
わ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
権
宜
欝
（
前
測
）

　
第
2
9
条
　
奮
市
民
は
法
律
の
欄
鷺
、
そ
の
受
任
者
も
し
く
は
代
理
入
の
指
名

に
協
力
す
る
平
等
の
権
利
を
も
つ
。

　
第
3
0
条
　
公
務
は
本
質
的
に
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
名
蟹
、
報
償

と
し
て
で
な
く
、
義
務
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
3
1
条
　
平
民
の
受
任
者
や
代
理
入
の
違
法
行
為
は
、
決
し
て
無
罪
で
は
あ

り
え
な
い
。
飼
人
も
、
他
の
斎
民
よ
り
も
不
可
侵
で
あ
る
と
主
張
す
る
権
利
は

な
い
。

　
第
3
2
条
　
公
け
の
権
威
一
の
保
管
者
に
骨
鋸
願
を
提
出
す
る
権
利
は
、
い
か
な
る

場
合
で
も
、
禁
止
、
停
止
、
欄
限
さ
れ
え
な
い
。

　
第
3
3
条
　
圧
政
に
対
す
る
反
抗
は
、
入
悶
の
他
の
諸
権
利
の
結
果
で
あ
る
。

　
第
3
4
条
　
社
会
体
の
た
だ
一
入
で
も
翻
圧
さ
れ
た
と
き
に
は
祉
斜
体
に
対
す

る
圧
政
で
あ
る
。
社
会
体
が
抑
圧
さ
れ
た
と
き
に
は
、
各
戒
員
に
対
す
る
圧
政

で
あ
る
。

　
第
3
5
条
　
政
府
が
人
斑
の
諸
権
利
を
侵
害
．
す
る
と
き
に
は
、
暴
鋤
は
網
曳
、

お
よ
び
薫
風
の
各
部
分
に
と
っ
て
、
最
も
神
聖
な
権
利
で
あ
り
、
不
可
欠
な
嚢

務
で
あ
る
。五

一
セ
九
五
無
の
人
罹
蜜
雷

（
入
間
お
よ
び
市
艮
の
権
利
義
務
の
宣
旨
）

　
フ
ラ
ン
ス
人
毘
は
最
高
｛
仔
在
の
前
で
、
人
聞
お
よ
び
市
脱
の
権
利
、
義
務
の
、

つ
ぎ
の
ゆ
等
軸
を
宣
明
す
る
、
、

　
　
　
　
権
　
　
利

第
1
条
　
社
会
に
お
け
る
人
闘
の
諸
権
利
は
、
自
由
、
寮
全
へ
所
膚
権
で
あ

欝…

ﾜ
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フ
ラ
ン
ス
革
命
と
人
耀
芯
購
曽
口
（
前
川
）

る
。

　
第
2
条
　
蜜
・
田
と
は
、
他
入
の
権
利
に
膚
害
で
な
い
こ
と
を
な
し
う
る
こ
と

で
あ
る
。

　
第
3
条
　
平
等
と
は
、
法
律
が
保
護
す
る
に
せ
よ
、
罰
す
る
に
せ
よ
、
万
人

に
対
し
同
じ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
平
等
は
出
生
に
よ
る
い
か
な
る
区
別
も
、

権
力
の
い
か
な
る
世
襲
も
認
め
な
い
。

　
籍
4
条
　
安
全
は
、
各
人
の
諸
権
利
を
確
保
す
る
た
め
の
、
書
入
の
協
力
の

結
果
で
あ
る
。

　
第
5
条
　
所
有
権
と
は
、
財
澱
、
収
入
因
労
働
お
よ
び
勤
労
の
成
果
を
享
受

し
、
処
分
す
る
悔
利
で
あ
る
。

　
第
6
条
　
法
律
は
市
畏
も
し
く
は
そ
の
代
表
者
の
多
数
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ

．
た
一
般
意
志
で
あ
る
。

　
第
7
条
　
法
律
に
よ
つ
て
禁
止
さ
れ
な
い
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

何
人
も
法
律
が
命
令
し
な
い
こ
と
を
強
糊
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
第
8
条
　
法
律
に
よ
つ
て
決
走
さ
れ
た
場
含
、
お
よ
び
法
律
に
よ
っ
て
命
ぜ

ら
れ
た
形
式
に
従
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
銭
入
も
裁
判
、
起
訴
、
・
逮
捕
、
拘
留
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
鯖
9
条
恣
意
的
行
為
を
請
．
戯
し
、
発
し
、
讐
許
し
、
行
い
ま
た
行
わ
せ
る

も
の
は
v
有
罪
で
あ
り
処
罰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
繁
1
0
条
　
起
訴
さ
れ
た
人
の
身
体
を
確
保
す
る
に
不
必
要
r
な
す
べ
て
の
瀞
酷
…

な
こ
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
璽
に
禁
止
さ
れ
る
。

　
驚
1
1
条
　
自
ら
敷
幽
し
、
合
法
的
に
召
喚
さ
れ
る
ま
で
ば
、
何
入
も
裁
判
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

三
六

　
第
1
2
条
　
法
律
ほ
犯
羅
に
厳
密
に
必
要
で
、
違
法
行
為
に
相
応
じ
た
刑
舗
の

み
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
3
条
　
法
律
に
よ
っ
て
決
楚
さ
れ
た
刑
罰
を
禰
璽
す
る
取
扱
い
は
犯
罪
で

あ
る
。

　
第
1
4
条
　
刑
法
で
あ
れ
畏
法
で
あ
れ
、
法
律
は
遡
及
的
効
果
は
も
ち
え
な
い
。

　
第
1
5
条
　
人
聞
は
そ
の
時
間
と
奉
仕
と
を
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
、
し
か

し
、
み
つ
か
ら
を
売
っ
た
り
、
売
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
身

体
は
譲
渡
可
能
な
所
有
物
で
は
な
い
。

　
第
1
6
条
　
誤
、
税
は
す
べ
て
一
般
の
麿
田
川
の
た
め
に
逼
塞
さ
れ
る
。
そ
れ
は
納

税
者
の
聞
に
、
資
力
に
応
じ
て
制
当
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
1
7
条
　
主
権
は
本
質
「
的
に
市
民
の
業
体
に
あ
る
。

　
第
1
8
条
　
い
か
な
る
緬
人
も
、
衛
民
の
部
分
酌
結
ム
凱
も
、
主
権
を
み
つ
か
ら

に
も
ち
え
な
い
。

　
第
1
9
条
　
何
人
も
、
合
法
的
高
覧
な
し
に
、
い
か
な
る
権
威
を
行
使
す
る
こ

と
も
、
公
職
を
保
持
す
る
こ
と
竜
で
き
な
い
。
　
　
　
’

　
第
2
0
条
　
沓
市
畏
は
、
薩
搬
、
叢
論
に
法
律
の
欄
定
、
入
民
の
代
表
鷺
や
公

務
員
の
指
名
に
協
力
す
る
平
等
な
権
利
を
も
つ
。

　
第
2
1
粂
　
公
職
は
、
そ
れ
を
行
使
す
る
入
の
所
詰
物
に
は
な
り
え
な
い
。

　
第
2
2
条
　
権
力
の
分
離
が
確
立
さ
れ
ず
、
そ
の
限
界
が
窪
寮
っ
て
い
ず
、
公

務
員
の
責
任
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
・
社
会
保
証
は
存
在
し
え
な
い
。

　
　
　
　
義
　
　
務

　
第
－
条
　
権
利
の
廟
延
文
は
、
立
法
者
た
ち
の
責
務
を
ふ
く
む
。
社
八
獣
の
維
持

は
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
入
々
が
、
そ
の
義
務
を
知
り
遂
行
す
る
こ
と
を
要
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求
す
る
．
、

　
第
2
条
　
入
聞
器
よ
び
市
民
の
す
べ
て
の
義
務
は
、
自
然
に
よ
っ
て
貫
入
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
む
　
　
へ

心
に
与
え
ら
れ
た
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
原
理
か
ら
で
る
。
す
な
わ
ち
、
他
入
に
し

も
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
を
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
る
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
あ
　
　
わ
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
で
　
　
も

て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
他
人
に
す
る
な
。
他
人
か
ら
う
け
た
い
と
思
う
善
を
、

も
　
　
む
　
　
り
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
や
　
　
あ
　
　
へ

他
人
に
つ
ね
に
行
な
え
。

　
第
3
条
　
社
会
に
対
す
る
一
人
の
責
務
は
、
社
会
を
守
り
、
社
会
に
奉
仕
し
、

社
会
に
従
っ
て
生
活
し
、
そ
の
代
理
人
で
あ
る
人
々
を
尊
敬
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
4
条
　
何
人
も
、
よ
き
息
子
、
よ
き
父
、
よ
き
兄
弟
、
よ
き
友
、
よ
き
夫

で
な
け
れ
ば
、
よ
き
・
衛
民
で
は
な
い
。

　
箆
5
条
　
何
人
も
法
律
に
心
か
ら
敬
慶
に
従
う
も
の
で
な
け
れ
ば
、
よ
き
異

聞
で
樵
な
い
。

第
6
条
法
律
を
公
然
と
侵
す
入
は
何
人
も
社
会
に
対
し
て
、
み
つ
か
ら
戦
・

を
思
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
7
条
　
法
律
を
公
然
と
侵
す
こ
と
な
し
に
、
巧
妙
に
法
律
を
く
ぐ
る
も
の

は
、
何
人
も
す
べ
て
の
入
の
利
祐
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
み
つ
か
ら
を
、

す
べ
て
の
入
の
蕃
意
と
豊
敬
と
に
値
し
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　
第
8
条
　
土
地
の
耕
作
、
金
生
下
物
、
労
働
手
段
、
お
よ
び
全
社
会
秩
序
は
、

所
有
権
の
維
持
に
基
づ
く
。
　
　
　
驚

　
第
9
条
　
市
民
は
す
べ
て
祖
岡
に
、
ま
た
自
由
、
平
等
、
財
産
の
維
持
に
奉

仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
が
そ
れ
ら
を
守
る
べ
く
市
民
を
沼
集
す
る
と

き
に
は
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
臓
宣
露
（
葡
川
）

㎝　
　
　
　
　
史
林
　
前
号
揖
次
（
三
陽
巻
四
号
）

　
　
近
世
銀
山
の
領
有
機
構
　
　
　
　
　
　
小
　
葉
　
田
　
淳

　
　
グ
プ
タ
朝
印
度
社
会
の
一
考
察
　
　
　
佐
藤
圭
四
郎

　
　
ド
イ
ツ
帝
國
と
交
化
臨
争
　
　
　
広
実
源
太
郎

　
　
気
候
馴
化
論
の
学
塾
的
皆
景
　
　
　
　
和
　
田
　
俊
　
二

　
　
〔
学
界
展
望
〕
噺
甲
國
　
的
封
建
社
会
へ
の
展
蛾
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
鐡
　
　
誠

　
　
〔
書
評
〕
「
東
洋
的
近
世
」
（
宮
崎
市
定
著
）
荒
木
敏
一
、

　
　
「
近
代
に
お
け
る
酉
洋
人
の
口
回
歴
典
観
」
（
牧
健
二
箸
）

　
　
柴
瞬
実
、
　
「
モ
葺
揮
貝
塚
資
料
集
」
　
（
米
村
嘉
男
衛
著
）

　
　
　
坪
井
博
足

　
　
　
　
　
史
林
　
次
号
豫
告
（
三
五
巻
二
号
）

　
　
溜
池
灌
漉
地
域
に
お
け
る
用
水
分
配
と
農
村
社
会
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　　　　A　Comparat’ive　Study　of　tl｝e　ISive　Declarations

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ofthe　R三9hts（，fMa！／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”1”．　Maeka．　wa

　　l）uring　the　l／；”rench　1〈evolution　there　appe：uJcd　inany　‘C　1）ecla，rations

of　lk’ights　of　Ai［a”．”　lf　ive　conftne　oRrse／vc’s　to　those　“’hich　Nverc　ptiblic－

Iy　clr，　ttftec！　ancl　declarecl，　ther’e　were　at　least　three　excer）t　the　first

ftLmous　1）eclaratioi．｝　of　1789－the　Girondist　1）eclaration　of　17｛3

wliich　wtts　clrafted　by　Condorcet，　tlie　“｛f．ontagntu”d・　1）eclaration　ef　June

in　the　s：tme　year，　and　the　1）eclaration　of　lk’ig’hts　and　1．）nties　c）f　179L　5．

IBesi（les　・theni　we　fin（1　i）ot　few　private　drafts　of　dec｝aration，　thon．o．’．h

t］ie　declarations　publicly，　ixnnounced　were　prefiixed　to　the　Constitutions

andl　consiclered　as　inseparately　connected　“tith　theni．

　　1’／l／ere　1　want・　to　t’rettt　tl＞ern　apart　froin　the　Constittitions　toge’xther

with　tl’＞e　1〈obespierre’s　a’nd　to　point　out　that　all　ef　thdse　declarations　are

こ．しPl）tLrent1｝r　之し1．）str例しct　‘し11d　fbnn幽し1，　but　wh（）11　we　col）s｛der　theln　i玉1　tl｝e

ligl｝t　of　the　historical　background　by　which　they　were　procluced，　we

find　in　them　those　historical　foyces　reHected－the　！）urniiig　stasres
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

ef　tlie　IR．evolution，　tl）e　poiitical　and　social　icleals　of　tlLe　classes　who

hav’e　1’）arti．cipated　in　the　drafts　（L’ncl　their　1）roinulgations．　”lihe　inose

characteristic　of　all　tlitese　6rying　articles，　however，　is　the　le，c，rislation

on　property，　and　except　that　of　Robespierre　etLch　of　them　i．s　pierced

througli　the　bourgeoi　idea　whi．ch　ta］｛es　the　right　of　property　for　sacred

and　inviolable．　ln　view　of　these　analysis　1　susrgest　that　these　declartt－

ti．ons　are　but　the　brief　expressions　of　bourgeoi　democyatic　society．

　　　　　　　　　Liberalism　in　Lao－tse　and　Chuang－tse

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l）ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y．　Murakami

　　Liberttlism　is　considered　as　the　son　of　the　NVestern　world，　but　in　the

Oriental　craclle　we　’find　a　oriental　lil）eralisrri．　1　tun　of　the　opi　nion
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